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本年、竜王町、敷島町、双葉町の3町が合併する逗びとなり、9月 1日

をもって「甲斐市」として新たなスタートをきることになりました。

現在、甲斐市は山梨県内で甲府市につぐ2番目に人口が多い地域で、しか

も年々人口の増加が著しいところでもあります。

このような現状から近年、市内では宅地造成や大型店舗などによる開発

が頻繁におこなわれてきており、本市教育委員会としましても緊急の埋蔵

文化財の調査に対応していく機会が増えてきております。

今回報告する「松ノ尾遺跡 第Ⅸ次調査」もその一つであり、宅地分譲
により付設される道路部分の緊急発掘調査をおこなったもので、そこで得

られた調査成果の内容についてまとめたものです。

この「松ノ尾遺跡」は、縄文時代から平安時代までの長い期間、人々が

暮らしていた痕跡が発見されており、とくに古墳時代から平安時代にかけ

てはこれまでの調査で周辺地域はもとより山梨県においても古代の歴史解

明において外すことのできない大変貴重な遺跡であることが明らかとなっ

てきております。

今回の第Ⅸ次調査では、縄文時代、弥生時代、古墳時代、平安時代と中

世 (15。 16世紀代)に あたる遺構 。遺物が発見されましたが、中でも

「中世」については本遺跡では初めて具外的な内容を把握することとなり、

大きな成果を上げることができました。

これから、新たな自治体の取り組みとしまして、地域文化の調査研究、

教育普及、そして市民の方々へ有意義な学習の糧として還元していけるよ

う、文化財保護に対するなお一層の努力を重ねていく所存です。

最後に、このたびの文化財保護に対して深いご理解をいただきました株

式会社エステイケイおよび地権者の方々に感謝するとともに、ご指導、ご

協力をいただきました関係各位に心より厚 く御礼申し上げ序といたしま

す。

平成16年 12月

甲斐市教

教育長

ハＡ　Ч状や

員諺
中 血

ユ



例   言
1。 本書は山梨県甲斐市中下条に所在する松ノ尾遺跡の第Ⅸ次調査をまとめた発掘調査報告書である。

2.本調査は宅地造成に伴って、甲斐市文化財調査会 (平成16年 8月 まで敷島町文化財調査会)が主体となり

実施した。実務は同調査会より委託を受けた硼日本窯業史研究所が調査員を派遣し、調査会として行った。

3.調査は試掘調査を甲斐市教育委員会小坂隆司 (当時敷島町教育委員会)が担当し、平成15年 4月 1日 ～同

年 4月 4日 まで行い、本調査を三輪孝幸 (日 本窯業史研究所)が担当し、平成15年 5月 9日 ～同年 7月 8日

まで行った。

4.本書の執筆・編集は、第 1章 を小坂隆司が担当し、その他については甲斐市教育委員会・同文化財調査会

(平成16年 8月 まで敦島町教育委員会、同文化財調査会)の指導のもと三輪が行い、倉田有子の助力を得た。

遺構写真は三輪が撮影し、遺物は,可野一也 (日 本窯業史研究所)が撮影 。現像 。焼付けを行った。最終校正を

大鳥正之 (甲斐市教育委員会)が担当した。
5,本文中に掲載した鉄製品・銅銭の保存辺理は、帝京大学山梨文化財研究所へ委託した。
6.本書に係る出土遺物および記録図面、写真などは甲斐市教育委員会で保管している。
7.調査組織は次のとおりである。

調 査 組 織
調査指導・主管 敷島町教育委員会 (平成16年 8月 まで)、 甲斐市教育委員会 (平成16年 9月 から)
調 査 主 体 者 敷島町文化財調査会 (平成16年 8月 まで)

甲斐市文化財調査会 (平成16年 12月 から)

調査指導担当者  《発掘調査・整理調査》大鳥正之、小坂隆司 (旧敷島町教育委員会、現甲斐市教育委員会)
調 査 事 務 局 敷島町文化財調査会 (平成16年 8月 まで)

甲斐市文化財調査会 (平成16年 12月 から)

調 査 担 当 者 三輪孝幸 (ω 日本窯業史研究所 )
8.発掘調査・報告書作成で次の方々のご教示・御協力を賜った。記して心より感謝申し上げる。
人巻与志夫、森原明廣 (山梨県埋蔵文化財センター)、 畑 大介、櫛原功― (帝京大学山梨文化財研究所 )、
佐々木満 (甲府市教育委員会)、 降矢哲男 (九州大学大学院生)(敬称略)

9.調査・整理作業参加者
青山制子、飯室久美恵、石川弘美、長田由美子、小林明美、高添美智子、堤 吉彦、保延 勇、望月典子、森
沢篤美 (敬称略)

(平成16年 8月 まで敷島町文化財調査協力員、同年12月 より甲斐市文化財調査協力員)

例

1.挿図の北は磁北を示し、レベルは標高を表している。

2.挿図の縮尺は住居 (2号住居を除く)・ 溝 (1・ 2号溝を除く)1/60、 土坑 (64・ 70号土坑を除く)1/40、

土器1/3、 陶磁器・鉄製品1/2・ 銭1/1を基本とし、そのほかは図に記載した。

3.遣物番号は本文・挿図・観察表 。図版で統一してある。

4.遺物の色調は『新版標準土色帖』1999年版、農林水産省農林水産技術会議事務局監修を使用した。

5,遺物挿図中、断面が白抜きは土器 。土師器・土師質土器で、 国園図圏 は須恵器、 3///////4は陶器類、|   |

は磁器である。また、土器の器面において障整彗翻 は赤彩、‐ はスス・タール状付着物、 N隠隠隠 は漆

が付着した面を表記する。
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第 1章 遺跡をとりまく環境
1.遺跡の立地と環境 (第 1図 )
甲斐市は甲府盆地の北西部に位置する。市内は地形の特徴から大きく4つの地域に分けられる。まず、茅ケ

岳や曲岳、太刀岡山などの山間部を中心とする北部地域、茅ケ岳の噴火により形成された赤坂台地を中心とし

た台地・丘陵部からなる双葉地区、奥秩父の金峰山を源とし甲府盆地内へと南流する荒川により形成された扇

状地形の敷島地区、古 くから金無川の氾濫により「信玄堤」をはじめいくつもの堤防が築かれてきた釜無川扇

状地形からなる竜王地区に大別できる。

今回、調査の対象となった「松ノ尾遺跡」は上述した敷島地区内の扇状地上に所在 している。この敷島地区

の扇状地には南北に平行し2本の微高地が形成されているが、この微高地を中心に市内でも遺跡包蔵地がかな

り密集した地域となっている。現にこれまでの調査で、縄文時代から中・近世を経て現在に至るまで連綿と

人々が生活を営んできた痕跡が数多 く発見されてきている。本遺跡はこの扇状地上の東側にある微高地上に占

地し、標高は約286～ 296mを 測る。

2.松ノ尾遺跡の概要 (第 2・ 3図 )
本遺跡は、現在包蔵地とされている範囲で南北約700m、 東西約400mの広がりをもつ。1994年に初めて調査

(第 二次)が行われ、2004年 8月 現在までにはすでに討12回の本調査が実施されてきた。
本遺跡では、これまでに住居跡計120軒前後、竪穴状遺構や土坑、溝状遺構なども数多く発見されている。第

1表にみるように、本遺跡は縄文、弥生、古墳、奈良、平安時代そして中世と長期にわたる複合遺跡である。

12回 に及ぶ調査から、遺跡の広い範囲で古墳時代後期の集落が大きく展開していることが明らかとなってきて

いる。これ以降は、遺跡中央を東西に横断する都市計画街路愛宕町下条線を境とし、この愛宕町下条線の周辺

から遺跡南側 (第 I～ Ⅲ ,VoX・ �次)では奈良～平安時代前半 (8～ 10世紀代)を とおし住居跡などの遺
構群が発見される。

そして、平安時代後半 (■・12世紀代)は愛宕町下条線周辺 (第 I・ Ⅱ・V・ �次)か ら遺跡の北側 (第Ⅵ
～Ⅸ o�次)にかけて偏在する傾向にあり、中でも北部の調査 (第Ⅵ・Ⅶ・Ⅸ o�次)では、古墳時代後期の

あと継続する遺構はなくなり、平安時代後半 (■・12世紀代)に入ってから住居跡や土坑、溝跡などが発見さ

れるようになる。

古代の遺物についてみると、遺構の分布傾向と同様に古墳時代後期の遺物は遺跡の広い範囲で認められる。

奈良～平安時代には、土師器、須恵器、灰釉陶器などをはじめ膨大な量の遺物がある。特殊なものについて

みると、 4個体の円面硯 (第 IoⅡ 次)、 脚が多面となる高郭 (第 Ⅱ次 )、 緑釉陶器 (碗、皿、稜碗、耳皿)、 壷

G(第Ⅲ・Ⅳ次)、 貿易陶磁器―白磁や青白磁 (碗、皿、水注、壼類 )、 青磁 (碗、皿類)な どのほか、金属製品
(第 I・ Ⅱ次)に は帯金具 (鉄製餃具、銅製蛇尾具)、 銅碗片、銅鏡片、銅製連繁壷金具、そして 2躯の金銅製

小仏像などが上げられる。

一方、中世遺構は、今回の第Ⅸ次調査で15。 16世紀代の溝跡や土坑、ピット群などの遺構が初めて具体的に

確認された。

松ノ尾遺跡は、遺跡規模に対し未だ調査 した範囲は遺跡全体の 5%に満たないことからも、まだ希薄な時期
については今後新たに発見される可能性は十分にある。本遺跡の詳細な性格を把握するためにも、更なる調査

成果が期待される。

第 1表 松ノ尾遺跡の各次調査概要(0は遺構あり、△は遺物のみ)
全
象
積

醐
対
面

降

7～ 12世 紀 代 の 主 な 遺 物縄
す
弥

十
吉 | 奈

鳶

中

世

正次 △ △ △ ● ● ● △
円面硯 (11団体)、 緑井由陶器 (碗・稜碗)、 言金具 (餃其・蛇尾其)、 釦碗片、釧甥片、|・l裂起緊重金
旦、/卜令銅仏、十師暫十瀑、白磁 (続・火岸・帝)、 音白磁硫、音磁硫

△ ● △ △ 占
一
多雨 旦

（
△ △ △ △ 皿 )、 自磁続 (I類 ―蛇 ノ 言 台 )、 吾 白磁椀 、青磁椀 、転 用帆 、長 銀重 (重 (

△ △ △ △ △ △ 再

V △ △ △ 向磁 配、転 用研

Ⅵ △ △ △ 器 、 十師留

△ △ 土師管土

△ △ △ △ 土器 、青ほ (碗・ Ull)

Ⅸ +哭 吾紡腑 稲
△ △ △ 2点 )、 土師管土 日 極

十朱 、 自為蒻、 星写自る万、

ユ皿i △ ● 市

-1-



O 
I_
Nノ
尾

O 
原
腰

⑤
 
山
富
地

①
 
村
続

⑤
 
不
動
ノ
木

③
 
三
昧
堂

⑦
 
御
岳
口

③
 
金
い
尾

⑤
 
末
法

槙
国

菅
羽

米
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墳
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墳
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墳
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墳
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墳

13
 
湯
村
山
6号
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墳
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大
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墳

15
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填
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塩
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大
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双
葉
1号
墳

34
 
往
生
IF
古
墳

aS
 
双
案
2号
墳

36
 
狐
塚
古
墳

37
 
竜
三
l号
墳

3S
 
竜
工
2号
墳

a,
 
竜
三
3号
墳

40
 
ニ
ン
塚
1号
墳

41
 
ニ
ツ
塚
2号
墳

42
 
へ
び
塚

43
 
西
山
1号
墳

44
 
西
山
2号
墳

45
 
西
山
B号
墳

46
 
狐
塚
1号
墳

47
 
狐
塚
2号
墳

48
 
狐
塚
Э
号
墳

49
 
中
林
塚

50
 
丸
山
古
墳

Sl
 
四
ツ
石
塚

52
 
形
普「
塚
1号
墳

53
 
形
音
,塚
2号
壊

S4
 
両
曰
塚
1号
墳

SS
 
両
自
塚
2号
墳

56
 
両
目
塚
3号
墳

57
 
両
目
塚
4号
墳

Sa
 
両
目
17
5号
墳

51
 
片
頼
塚

¨
 
双
葉
3号
填

61
 
天
狗
沢
瓦
窯

鋭 ６
３

６
４ “ “ Ｗ

湯
村
山
城

法
泉
寺
山
峰
火
台

和
国
城
山

山
之
伸
竜
跡
(工
輪
搭
1差

)

上
屋
慰
蔵
畠
lB
館
跡
推
定
地

慈
徳
院
五
輪
搭

VI
庫

第
1図
 
松
ノ
尾
遺
跡
と
周
辺
の
遺
跡
(甲
斐
市
敷
島
地
区
)



翻
卦
駆

＼
　
‐

．ｒ
一ヽ＼
∫
・―
〓

鶏

嘲

都市計画街路 愛宕町下条線

I

ドエ

「 千
…粋ド

第 2図 調査区位置図 (■■■は第Ⅸ次調査区)S=1:3000

Ⅲ次
一第

ゴ
ｒ
ヽ
◆

-3-



―ラー

国鞘琴コ早醒 国8髪

＞

＞

＞

田

①

∪

田

呵

〇

■

日



第 2章 遺構と遺物
1.縄文時代

土坑

1号土坑 (第 4図、図版 3・ 10)

本跡はF-5グ リットに位置し、南に3号溝が隣接する。平面形は円形、規模は上面80× 64cm、 底面46× 44cm、

深さ確認面より74cmを 測る。壁はほぼ垂直に立ちあがる。埋積土は淡灰色砂質上、淡茶褐色上である。遺物の

出土状況は確認面付近で口辺部の小片が数点出上し、埋積土の中位から下位にかけて深鉢形土器の大形破片が

土坑の壁面付近から出土した。これに伴って大形の礫が土坑中央で認められた。これらの上器片は復元の結果

ほぼ1個体 (12)と なったが、出土状態からは完形のまま埋納されたとは判断できない。しかし、土坑内には他

の上器片が含まれなかったこと、また、大形の礫を抱いていることから本跡は土葬墓と推定される。

遺物は 1～ 4が同一個体の回辺部、 5～ 8・ 9が同一個体、11。 12は 同一個体である。土坑内には12を本体

とする深鉢のほかに 1～ 10の 数片の土器片が埋められていた。 1～ 4は口辺部片である。口辺部は大きく外傾

し、口辺端部で内側に「く」字状に屈曲する。文様は回辺端部を縦の集合沈線文によつて区画し、間を横の集

合沈線文で充填している。 1は把手が付 くが形状は不明である。口辺部は半裁竹管による沈線で山形に区画さ

れている。山形区画の上位は横の集合沈線文が充填されたあと縦の平行沈線文が数条施されている。山形区画

の下位は無文に縦の懸垂文が施されている。 5'6・ 8,9は 平行沈線により幾何学文に区画され、平行沈線

文が格子目状に充填される。 7・ 8は頚部で横の平行沈線文で区画され、斜格子の集合沈線文が充填されてい

る。10は 地文に縄文が施される。12は 口辺部下位が胴部との間を平行沈線文で区画し、羽状に集合沈線文が施

される。胴部は縦位にY字状の平行沈線文によつて区画され、地文に縄文が施される。13は黒曜石の石塊であ

るが使用痕が認められないため、石材の薄片と推定される。重さは10g。

2.弥生時代

住居跡

1号住居跡 (第 5図、図版 1・ 10、 第 2表 )

本跡は調査区の南端 C・ D-2グ リットに位置し、 1・ 2号溝に切られている。遺構の大半は調査区外に延

びている。平面形は円形あるいは楕円形と推測され、規模は東西4.6m、 南北1.4mを確認する。確認面からの深

さは53.5cmで、壁はやや外傾して立ち上がる。床面はほぼ平坦であるが確認された部分が北壁よりであつたため、

調査区内では硬化面を認めることはできなかった。また、炉、柱穴なども確認することができなかった。埋積

土は淡灰褐色土、灰褐色土、責褐色土、茶褐色土、褐色土である。特に西側の埋積土は互層を成しており、人

為的な埋め戻 しが行われたと推定される。

遺物は 1～ 4が縄文土器、 5～ 7は近世の陶器である。 5～ 7の陶器は耕作土中のものが混じりこんだもの

と推定される。

時期はその形状や付近の遺構から弥生土器が出土していることから、弥生時代後期と判断される。

2号住居跡 (第 6～ 9図、図版 1・ 10'15、 第 3表)

本跡は調査区の南東隅、E～ G-2～ 4グ リットに位置し、 4号住居跡、44・ 45号土坑に切られている。本

跡は建て替え、拡張が行われている。遺構は北西隅、南東隅が調査区外に延びていて確認できなかったが、今

次調査で確認した住居の最大のものである。平面形は長楕円形で、規模は南北■.8m、 東西 9mを波1る。確認面

からの深さ10～ 20cm、 壁はほぼ垂直に立ち上がる。床面はほぼ平坦で、炉の南側付近を中心に硬化面が広がつ

ている。柱穴はPlか らP3の 3口 を確認し、 Pと は径140× 120cm、 深さ48cm、 P2は径120× 80cm、 深さ62cm、

-6-
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1号住居跡
1 表土
2 灰褐色上 (締 まる、径 1～ 3 ma粗砂少量、サビ痕多 く含む)
3 黄褐色土 (締 まる、05～ 2nl白 色粒多 く、径10黒 色土塊含む)
4 淡灰褐色土 (締 まる、径 1～ 3 mm粗砂少量、径 l cm黒色土塊少量含む)
5 灰褐色土 (締 まる、径 1～ 3 nul粗 砂、炭化物少量含む)
6 灰褐色土 (締 まる、径 1～ 3 mm粗砂、径10～ 15ml黄褐色土塊、炭化物少量含む)
7 黄褐色土 (IIま る、粗砂少量含む)
8 茶褐色土 (締 まる、粗砂、黒色上、サ ビ痕多 く含む )
9 茶褐色土 (締 まる、明るい、径 5～ 10m黄褐色土多 く、黒色土少豊含む)

293.3 rn

茶褐色土 (締まる、黄褐色土、黒色土多く含む)

茶褐色土 (締 まる、黄褐色土塊多く、黒色土少量含む)

褐色土 (締 まる、砂質、黄褐色土塊多く含む)

茶褐色土 (締 まる、粗砂多く、サビ痕少員含む)

褐色土 (締 まる、黄掲色土塊多く含む)

茶褐色土 (締 まり弱い、粒子少ない)

黄褐色土 (締 まり弱い、茶掲色土少量含む)

淡黄褐色土 (締まり弱い、粒子少ない)

暗茶褐色土 (締 まり弱い、粒子少なく、炭化物多い)

掲色土 (締 まり弱い、粒子少ない、黄掲色土塊少量含む)

鞠 D4

〈 彗

'5「

15

1号住居跡・出土遺物

第 2表  1号住居跡出土遺物観察表

P3は径100× 80cm、 深さ66cmである。 P4は貯蔵穴で径98× 83cm、 深さ62.5cmで ある。 P5は十日住居の貯蔵穴で

上面に貼 り床が認められた。大きさは径110× 80cm、 深さ60cmである。 P4の外側60cmに は径280cm、 高さ10cm

の半円形の隆帯が認められた。また、隆帯の下部には旧住居の貼 り床が確認された。旧住居は平面形が楕円形、

規模は西・南側は建て替え後の住居の床が植物痕の影響で壁を確認できなかったが、推定、南北11.4m、 東西 8

mを測る。床面は建て替え後の床面下 4～ 10cmに認められ、ほぼ平坦である。柱穴は新住居と同一場所での建

′

９

′
肺
一

胸口
日
日
日
日
Щ
‐‐

プ 6

第 5図

）岬

番号 出上位置 種別・器種
寸法

色調 焼成 胎土 器形・調整の特徴 備考
口径 底径 器高

l 縄文・五領ヶ台 良 黒雲母

2 縄文 良 石英、黒雲母

3 縄文 良 石英、黒雲母

4 縄文・諸磯 良 石英、黒雲母

5 美濃焼・灰釉呉須絵九碗 連房中期 (1640～ 1700年 頃)

6 美濃焼・鉄釉灰釉掛け分丸碗 連房V期 (1840～ 1870年 )

7 京焼系・透明釉碗
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293.3rn

?!11121m
第 7図  2号住居跡

替えが行われたものと推測される。炉は中央やや北よりに設けられ、若干調査区外に延びている。平面形は円

形、大きさは径100cm、 深さ 8 cmを 測る。北寄 りに礫が遺存する。底面南寄り50× 60cmの範囲が炉床と推定され、

よく焼け赤化 している。遺物は 1～ 3、 5～ 7、 10、 14、 30が貯蔵穴の下層より出土し、そのほかは埋積土中

より出土した。

遺物は 1～ 4、 13、 15、 20、 2と、23が弥生土器・甕、 5～ 12、 14が弥生土器・壺、18、 19が弥生土器
。高杯、

22が土師器・甕、17が土師器・器台、35が土師器・高杯、24～ 34は縄文土器、36は括鉢、37は石鏃、38は磨 り

石である。 1～ 4、 13～ 15はハケロが施される。10～ 12は 口辺部外面に3本を一単位とする棒状の粘土紐が貼 り

付けられている。9、 16は縄文を施す。 6～ 9、 16、 18、 19は赤彩される。14は駿東系の胎土をしている。24～

31は斜格子の集合沈線文が施される。32、 34は地文に縄文を施す。38は石材が花商岩、重さは169g。

時期は弥生末から古墳時代初頭である。

-10-
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第 9図  2号住居跡出土遺物 (2)
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3号住居跡 (第 10図、図版 1)

本跡はG-4・ 5グ リットに位置し、大部分が調査区外に延びている。また、61・ 62・ 47号土坑および撹乱
に切られている。その為、遺存 している部分は北壁と床面の一部のみであった。また、撹乱の底面に掘 り方が

認められたことから住居と判断された。平面形は隅丸方形と推定され、規模は南北4.8mを測る。確認面からの

深さは10cmを測 り、壁はほぼ垂直に立ち上がる。床面はほぼ平坦で、硬化面は認められなかった。炉・柱穴は調

査区内では確認することはできなかった。遺物は何も出土しなかった。

ガ

293 5rn

2m

第10図  3号住居跡

3.古墳時代
住居跡

4号住居跡 (第 11・ 12図、図版 2・ 11、 第 4表)

本跡は調査区の南東隅、 E・ F-2・ 3グ リットに位置し、 2号住居跡を切る。平面形は方形を呈 し、規模
は南北4.3m、 東西4.25 1fnを 測る。主軸方向はN-78° 一W。 確認面からの深さ36cmで、壁はほぼ垂直に立ちあ
がる。床面はほぼ平坦で、カマ ド前面を中心に硬化面が広がっている。柱穴は認められなかった。埋積土は暗

茶褐色上で、 2～ 3 cmの 淡褐色土、 1～ 2 cmの黒色土塊を含む。南及び東側の埋積土中位より炭化材が若千確
認されたが、焼土などは認められなかった。遺物の出土状況はカマ ド南際から南西隅にかけての西壁から土師

器ネ、奏などが出土した。甕 (5)イよカマ ド南脇から正位の状態で、甕 (6・ 7)は その南側でカマ ドに倒れ込
むようにして出土した。杯 (4)イま甕 (6)の 口辺部に入れ子状態で、また、杯 (1・ 3)は甕の前面の床面よ
りやや浮いた高さで正位の状態で出土 した。甕 (8)イま体部下半部を欠いて、床面上に正位の状態で出上した。

出土状況から甕 (8)イま置甕として使われたものと推測される。土器の南西隅にある礫は平らな面を上に向け、

甕の口辺部のレベルとほぼ同一であった。また、中央北よりの床面上から俵状の礫と共に土師器杯 (2)が正位
で出土した。

カマ ドは西壁中央に設けられている。両袖が良く遺存 し、内面が良く焼けている。火床は床面とほぼ同じ高

さで径10cmの 範囲が良く焼けていた。壁外への掘 り込みはほとんど認められず、燃焼部はほぼ垂直に立ちあが

る。カマ ド構築材は地山によって作られている。燃焼部底面に俵状の礫が横になった状態で出土 し、形状 。大

きさから支脚と推測される。

遺物は 1～ 4が土師器・杯、 5～ 8が上師器・甕、 9,10は縄文土器、11は弥生土器である。杯は体部外面
に稜をもち、体部はヘラケズリ、内面はミガキが施される。 1の内面に「×」のヘラ記号が認められる。 5・

6は体部外面斜めケズリ、内面ヘラナデ、 7は外面縦のケズリ、8は内外面刷毛によるナデ。 5～ 7は底部に複
数の木葉痕が認められる。 9は集合沈線文、10は地文に縄文が施される。11は内外面赤彩される。 2号住居跡
の遣物が混入したものか。

時期は古墳時代後期。

-13-
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第 4表  4号住居跡出土遺物観察表
番号 出上位 置 種別・器種 色  詞 焼  成 胎  土 器形・調整 の特徴 備 考

1 土 師器・不 良 金雲母微量
副

×

フ
Ｆ
へ

に

部
面

、 勾 囲 暦 さ 4=工 り
い、ラ 言R■

4 土 師器  rTN 25YR5/6 良 粗砂 、金雲母微量
底部ヘ ラ削 り、四 Elヘ フナゲ後 ミ
ガキ

5 土師器・甕 2 5YR4/6 良
ね 央 、 黒 芸 ,、 加 口辺 部横 ナ デ体 部 外 面 斜 め ケス リ

丙 面指 チ デ  猟 虐面 大 輩 席

6 土師器 ・甕 124 2.5YR3/6 良 石英 、細砂少量

口辺部槙 ナデ体部外 画斜 めケス リ

下位横 ケズ リ、内面指 ナ デ、外 底

土師器・甕 326 5YR3/4 良
1～ 2mln白 色砂少量
細砂多い

口辺部積 ナデ、体 音b外国縦 ケス リ
下位斜 めケズ リ、内面 ナ デ、底 部

8 土 師器  甕 2_5YR4/4 良 粗砂 少量
国 辺 皆
'槙
ナ デ 、 経 音ツ ト回 紺 の ハ グ

メ 丙 面 活 ハ ケ

-14-
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5号住居跡 (第 13図、図版 2・ ■、第 5表)

本跡はF・ H-6グ リットに位置 し、11号土坑に切られる。遺構の大半は調査区外に延びている。平面形は

隅九方形と推定され、規模は南北 3。9m、 東西 1。3mを確認した。壁は僅かに立ちあがり、高さは5cmほ どである。

床面は調査区の際で確認し、ほぼ平坦で堅く締まっていた。また、壁際は掘 り方まで掘ってしまったので、床

面を確認することができなかった。遺構内で、小穴を3口確認した。P60は径46cm、 深さ59.9cm、 P61は径50cm、

深さ30.2cm、 P62は径37cm、 深さ28。 3cmを測る。それぞれの小穴は大きさ、深さともに均―でないため、あるい

は遺構に伴わないものかと推定される。埋積土は淡褐色土。遺物は床面中央の床上より上師器杯 (1)が正位の

状態で出上した。

遺物は、 1が土師器杯、 2が土師器甕、 3が美濃焼、 4が砥石、石材は花尚岩、重さは2.4kg。

時期は古墳時代後期。

_FIZ

_=生=翌生ァエ=士=ヂ
ォーニー土_J年_ 293,9m

_293.6m

♀1111:  2評

5号住居跡
1 黒色土 (締まりなし、耕作土 )
2 灰色土 (締 まりなし、径 3～ 5 mII粗砂少量含む)
3 赤褐色土 (締まりなし、灰褐色土が鉄分により赤化する、径 2～ 3m礫多く含む)
4 淡褐色土 (締 まりなし、径 5～ 10ou灰色砂質土塊少量、礫若干含む)
5_淡褐色土 (締まりなし、径 5～ 10n al灰色砂質土塊、黒色土塊多く含む)

第13図  5号住居跡・出土遺物
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第 5表  5号住居RIt出土遺物観察表

番号 出上位置 種別・器種
寸 法 (cln)

色  調 焼 成 胎   土 器形・調整の特徴 備 考
口径 底径 器高

1 土師器 杯 12.2 5YR4/4 良 微砂 体部外面ケズリ、内面ミガキ

2 土師器・奏 2 5YR4/6 良 石英砂
口辺部横ナデ、体部外面ヘラナデ

内面積のヘラナデ

3
美濃焼・鉄釉九

皿

大窯中期 (1550～ 1585

年頃)

-16-



4.古代末から中世
a.ピ ット・掘立柱建物跡 (第 14・ 16図、図版 12、 第 7表 )
本調査区で確認したピットは総数142日 である。現地作業では調査区の幅が狭 く、また、遺構の切 り合いが激

しかつたため掘立柱建物跡を検出することはできなかった。そこで、図面整理段階でピット群の中で柱間が等

間隔に並ぶものを抽出し、掘立柱建物跡として 2棟 を復元 した。また、かわらけの出上したピット54や 銭の出

土したピット93ま たはG・ H-8,9グ リットのピット群なども掘立柱建物跡の復元を試みたが柱の並びを捕 ら
えることはできなかった。

遺物はピット15・ 28・ 42・ 43・ 51・ 54・ 60。 61・ 102・ 105。 112・ 118から出土 した。ピット54か らはかわ

らけ 2枚が重なった状態でピットの上位から出土した。ピット93か らは銭が1枚出土したが、細片のため種類に
ついては不明である。双方とも偶然に埋積土に混入したとしては不自然なため、人為的な埋納が考えられる。

遺物は 1～ 5。 7・ 10～ 12がかわらけ、 6。 8・ 9が土師器ネ、13が足高高台皿、14は 内耳土器、15は在地

産の情鉢、16は美濃焼、17は土師器奏、18は縄文である。 2・ 3は 口辺部の円周の1/2ほ どが体部下半まで欠
損している。

1号掘立柱建物跡 (第 15図 )

本跡はG-6グ リットに位置 し、梁行 2間、桁行 2間の総柱の建物と考えられる。北東隅の柱穴は26号土坑
があるため確認できなかった。柱間は梁行1.8m(6尺 )-2.lm(7尺 )、 桁行1.91n(約 6尺 )-1。9m(約 6尺 )
である。面積は14.8♂。建物方向はN-13° ―E。 柱穴の規模は第 6表 ピット観察表にある74、 87、 95、 62、
60、 38、 94である。出土遺物は北西の柱穴 (ピ ット60)からかわらけ片 (4)が出土している。時期は15世紀代
と推定される。

2号掘立柱建物跡 (第 15図 )

本跡はG-5グ リットに位置 し、梁行 2間、桁行 1間の側柱の建物と考えられる。柱間は梁行1.8m(6
尺)-1.8m(6尺 )、 桁行3.1(約 10尺)mである。面積は■.1♂。建物方向はN-10° ―E。 柱穴の規模は第 6
表ピット観察表にある46、 49、 91、 89、 86、 84である。遺物は何も出土しなかった。柱穴は59、 60号土坑を取

り囲んでおり、方向もほぼ同じなため、土坑と合わせた何らかの構造物の可能性がある。時期は不明。

b.土坑 (第 17図 、図版 3、 第 3表 )
2号土坑 (第 18図 )

本跡は調査区の南東隅、F-2グ リットに位置し、 2号住居跡を切っている。平面形は円形、大きさは上面
64× 68cm、 底面52× 58cm、 深さ18cmを測る。壁はほぼ垂直に立ちあがり、底面はほぼ平坦である。埋積土は灰

褐色土。内部に径20cm前後の礫が3イ回あるほか遺物は何も出上しなかった。

3号土坑 (第 18図 )

本跡は調査区の南東隅、 G-2グ リットに位置し、一部調査区外に延びている。また、 2号住居跡を切ってい
る。平面形は円形、大きさは上面80cm、 底面66cm、 深さ35cmを 測る。壁はほぼ垂直に立ちあがり、底面はほぼ

平坦である。埋積土は灰褐色土。遺物は何も出土しなかった。

4号土坑 (第 18・ 29図、図版14、 第 9表 )

本跡は調査区の南東隅、G-3グ リットに位置し、 2号住居跡を切っている。平面形は円形、大きさは上面
104× 100cm、 底面88× 76cal、 深さ38cmを測る。壁はほぼ垂直に立ちあがり、底面はほぼ平坦である。埋積土は

暗灰褐色土。遺物は常滑焼・甕の破片が出土。

-17-
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第 6表 ピット観察表

番 号 位  置 土 Cm
備  考負   ヨ 径 深 さ

Pit F-2Gr 暗灰褐色土 る、径 0.2～ 0.5m14 負 , ∫

Pit2 F_3Gr ―十 る、径 0.2～ 0.5mln白色粒少量含 む
Pit3 G_3Gr い、 ソ フ 0.5～ lllllll礫含 む 1

G-3Gr 灰色土 ややソフ 子 mm

Pit5 F_3Cr やや締まる EO.5～ lmln白 徹砂多 く
Pit6 や や ).5～ lmln白 色砂多 く含 む
F-3Gr 陪灰 a十 や む 12.8

Pit8 F-3Gr 茶褐色土 ほ2-3cm 褐 a上、黒
Pit9 F_3Cr 至0.2～ 0.3HHl白 訂 /少 >唱計
Pit10 F_Rα 15m n石 含 む 0
Pitll G-3Gr 灰色 十 やや ソフ 0.2mln

Pitl G-3Gr 暗灰褐色土
Pit13 G_4Gr 翻 や 十 多く含む
Pit14 G-4Gr ソ フ

Pit15 G-2Gr 軋ニヒ 締 まる、径 0.3～ 0.4nul
Pit1 6 6_26r 土土 &0.2-0.3111nビ 含 む

Pi+17 F_3Gr む 7
Pit18 G-4Gr 7
Pit19 G-4Gr 灰褐色土 mm 娑夕く、 40
Pit20 F_4Cr 灰褐色土 ソフ ト、 白色粒ィ さ び 干 含 」

Pi+91 ,ゃ

Pit22 G-3Gr 暗灰褐負 十 ソ フ 9
P F-3Gr 暗灰褐色土 や や る 、 〕色粒少量含 む
P F_3Gr や や 予まる、 土粒

―
む

Pit25 F-4Gr 暗 灰 ,ゃ
ゴむ

P F-4Gr 暗 灰 1+ 締まる、4 0.5mln白伍締少畳、炭
P F_4Cr 灰褐色土 子ま りな し、 自 少量含 む
p

U.3^ヤ mln白色粒少量含 む
Pit29 A-2Gr 暗灰褐 ビ

P A-2Gr 暗 灰 1強、径 1～ 3aln機 サ ビ

P 上 粘 や や 蚤1～ 31Hli
Pit32 B-2Gr や V｀ や や ″セヽ

Pit33 B-2Gr 暗灰褐行十 やや ど

Pit34 B-2Gr 暗灰瑠 や や 性 、 34
Pit35 う_26r 40
Pit36 B-2Gr 14.4
Pit37 B-2Gr 乳十

Pit38 C_6Cr 暗 碍瑠 主土
Pit39 G_6Gr )な 茶 二三土ュ打 じる、 >進言
Pit40 F-5Gr 茶褐行
P 41 G-7Gr 茶褐 &土 径 lcm淡褐角 ■塊 炭

Pit42 6_7Cr 灰褐色土 予まる、粒子少 El^ヤ 1.5cm三

Pit43 ユ土塊多 く含 40
Pit44 G-4Gr 灰褐付
Pit45 G-5Gr 淡灰色砂 土 り
p 6_5Cr 灰褐色土 締 まりな 褐色土多 く、淡責褐色 ■塊少畳含 む

Pit47 G-5Gr 灰褐色土 締まる、径1～ 2HHl粒子少量、災化物少量、責褐色砂少量
合む

Pit4Fl G-5Gr 灰楊色 やや孫 る 、 ヨ負十 IX Cm

Pit49 G_5Cr やや締まる、 土、黒色土塊多 く含
Pit50 G-5Gr や た5～ 2cm淡褐色土 =む
Pit51 G-5Gr 灰楊徹 士 や υ C14の淡褐色土死歩 く含 む 36
Pit52 F-4Gr 茶褐色土 やや糸 る 、 '量、浸
Pit53 G_66T 灰褐色土 やや糸 ま る ζ2-3cm 褐色土 を多 く
P t54 G_6Gr ナ火角 十 カ 矛ャヽ か わ ら t

P G-6Gr 灰褐行 十 締 ま ～2mmの (6溝 と同 じ
P じ-6じ r 灰色土 る、径 2～ 311m粗石 塔訣 炭 4 35,7
P G_66r 灰 0+ 25_3
P G_7Gr 褐 色 十 20.6
P G-7Gr 褐゙色■ ま る Cm

P ユー6(| :褐色土 ソ フ 卜、 宅乙1^ヤ 2cm 1+ 黒 色 46 59、 9
p k4■ 十 やや粘 14、 径 1～ 2rm 少 =む 30_2

Pit62 G-6Gr 灰褐色土
ソフ
む
卜、径2帥灰色粘質土少量、径0.5cm責褐色砂少量含

P 6_6Cr 灰褐色土 まる、 旨0.5- cm″ く

P二十Aと H-8Gr
'火

● 十

Pit65 H-8Gr 灰角 土 14.6
Pit66 G-8Gr 灰色土 ま な し

P 6_86r 灰色土
Pi十AR G-8Gr )火徹 十
P t69 G-9Gr 灰負 十
P G-9Gr 灰色土 12.9
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番 号 位 置
埋 積 土 寸 法 cm)

備 考
特 徴 径 深 さ

Pit71 ノ フ ト

Pit72 灰負土 や や �れけやや %い
Pit73 H-9Gr 灰褐色土 チい

Pit74 F-6Gr 灰 Ita符 十 29.7

Pit75 H_96r 灰伍 十 291
P二十7A H-9Gr 暗灰褐色土 締 主る、 白角対少量含 む 18.2

Pit77 H-7Gr 褐 ≧土 16.4

Pit78 H_76r 灰 B符 十 23_9

pi+70 H_10Gr 褐徴 土
Pit80 G-10Gr 灰色土 *R浄)多 ヤヽ

Pit81 G-10Gr 灰褐色 や や 鮪まる、粗砂多量 に含 む 34 24.9

PitF12 H_10Gr 灰褐符`十 締まる、粗砂少量、淡褐色土塊少量含む
PittRR H-9Gr 灰亀土 径 5mmの礫多 く、径 3cm責褐 &砂質土塊 、炭化物看十含 む
Pit84 G-5Gr 灰褐色 E や や 儒まる、炭化物少量含む 18.2

Pit85 H-10Gr 灰責 焉れ 砂 多 豊 に 合

Pit86 灰行 十 粘性 14_8

PittR7 G_6Gr 灰 色土 ソフ ト、 粒子 少 ない
Pit88 G-7Gr 灰 ltB色 土 締 まる、径 2cm責褐色砂質土晃少量含 む 36 30.2

Pit89 G-5Gr 灰色土
締 まりなし、茶褐色土少量、炭化物若干、径2cm淡褐色
+抑み暑合す。

Pit90 G-5Gr 褐色」 締 まりなし 19.9

Pit91 G-5Gr
Pit92 6_66r tt5色十 やや締 まる、径1～ 2cm貢褐色砂質土塊、反 4ヒ物グ章坐 24_5

Pit93 rI_7 rl 暗灰褐色土 各 1´-9mmの 自衛 締 % (そ手Tr 銭出土

Pit94 G-6Gr 本 掲色 やや締 まる、責褐色砂質土多 く含 む 23.8

Pit95 G-5Gr 淡 褐 色土塊含 む 18_5

Pit96 H_10Gr 灰 ta.色 土
Pi+97 H_10Gr 灰 色 土 や や 粘1+ 9.2

Pit98 H-1lGr 灰 色 や や 粘 性

Pit99 淡褐色土塊多 く イr物若千含む 18_9

pi+1∩∩ 褐色土 予―十一 イ監物芳千含む 22.9

Pit101 H-1lGr 五土 十塊多 く 少 22.1

Pit102 H-1lGr 淡 褐 色 土 少 重 、 反 30.3

Pit司 03 37_7

Pi+1∩ 4 G-6Gr 灰 褐色土 湘抄芳干 、淡褐色 ■少量含 む

Pit105 G-13Gr 褐 色 土
Pit106 G-7Gr 1-ト 茶褐色土多 く含 む 4.6

Pit1 07 1二L

Pi+1∩ R G-7Gr 灰 IBl 二Jヒ 2=∩ -l rm卜たえ属れ 十 朔 含 丁F

Pit109 G-7G 灰 粒子芳干

Pitl10 締 まりな し 16

Pit ∩_7α 卜た楊 伯 十 10.5

Pit G_5Gr 灰 楊 l土 11.9

Pitl13 H-9Gr 灰 湘砂少量含む

Pit 67_4

Pit H_9∩ l～ Tr■伯 十 米H▼歩毎 ヤ 、ヽ 孫帝 Xり な t 28.3

Pitl16 H-10G 褐色土 35.6

Pitl 17 H-12G 灰 褐 色土 11.7

Pitl 1 8 T―T_11∩ 移 角 寸

Pitl19 楊 竹 寸 123
Pit120 H-10G 賠 j―十

Pit121 H-10Gr 暗 褐 主十 10.3

Pit1 22 H_10Gr 賠 褐行 十
Pit123 G-1lG 褐 色 土 6.7

Pit124 G-1lG 暗 褐 色
Pit125 H-1lG 10.5

Pit1 26 H_1lG 褐行 十

Pit127 H-1lG 褐色土 9.2

Pit128 H-1lG 躍 褐 色 12.4

Pit129 H 畔 佑 御 104

Pit1 30 H_11∩ 陪 楊 仲

Pit131 H_1lG 褐色土 19,7

Pit132 H-12G 褐色土 15.9

Pit133 H_126T 暗楊行 十 21_8

Pit1 34 lR∩ 楊&土 32.1

Pit135 I_13G 褐 色 土 16.9

Pit136 I_13G 楊 符 十 24.3

Pit1 37 褐行 十
PiⅢ l RR H lR£ 楊 佃 14.6

Pit139 H-13G 灰 褐 色   [

Pit140 H-13G 灰褐色
Pit1 41 H_1負∩ Ira れ 十 16_6

Pit142 13G 褐 色 土
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第 7表  ピツト出土遺物観察表

番号 出上位置 種房U・ 器種
寸 法 (cln)

色  調 焼  成 胎   土 器形・調整の特徴 備 考
口径 底径 器高

1 ピット15 土器・かわらけ 5YR7/6 良
微砂、石英、金雲

母微量
底部糸切 り

2 ピット54 土器 かわらけ
7 5YR5～

6/2
良 金雲母少量 底部糸切 り

3 ピッ ト54 土器 。かわらけ 5YR6/4 良
小礫若千、金雲母

少量
底部糸切り

4 ピット60 土器・かわらけ 5YR6/6 良 細砂、金雲母微量 底部糸切り

5 ピット61 土器 かわらけ 5YR6/6 良 細砂、金雲母微量

ピ ッ 土師器・JTN 5YR4/4 良 金雲母多量 底部糸切 り

7 ピット15 土器・かわらけ 7 5YR8/6 良 微砂、金雲母微量 底郡糸切 り

ピッ ト102 土師器・杯 5YR4/4 良 金雲母多量

ピット105 土師器 イ 5YR7/6 良 微砂、金雲母微量 底部糸切 り

ピ ッ 土器 。かわらけ 2.5YR6/6 良 金雲母少量 底部糸切り

11 ピット43 土器・かわらけ 5YR7/6 良 石夫・金雲母微量

ピット43 土器・かわらけ 5YR7/4 良 金雲母微量

ピット118
土師器・足高高

台皿
2_5YR3/6 良 金雲母多量

ピット105 土器・内耳土器 7.5YR3/3 良 粗砂、金雲母微量 外面に媒付着

ピット112 土器・括鉢 10YR4/1 良 細砂、金雲母微量

ピ ッ 美濃焼・灰和

ピ ッ 土師器・甕 N2/0 良 粗砂、石英

ピット28 林電文 7 5YR5/4 良 石英砂少量

―-22-―
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第 8表 土坑観察表
位  置 平面 形 細 瀬尋 にm) 出土潰物 4篇 考

_5G 円 形 AO× 64× 7 没 慾 縄 文 中期 前 半 (五領 ケ台 )

変目 64× 68× 18 2号住居跡を切る
2号作居跡を切るlI報 80)(35

∩∩r 円 形 h萎百 104× 100× 38 2■ lT屏跡弁切るハ

-46 彪 b要買 96× 100× 37 十 BAl器 片

形 b瑛買 90× 90× 16

7 G-6Gr 円形 a類 100× 100× 28
9号土坑に切られる。底面に棺座と推定される川原石が認
あ 云 カ ス _

ユー6G 円 形 網 100× ク5 底 面 に川原 石 1個が認 め られ る。

|_6∩ r 110× 100× 23 7号 十玩を切るハ

0 今_∩∩r 円 形 104× 100× 16
円 形 102× 16 12■ 十坊、5号fT辟訴を切る

2 円 形

∩ 円 形 Lb験日 104× 100× 35 吾 紘 片 傍 鷹 に LJJら れ る 。

4 G-7Gr 円形 a類 116× 110× 25 土師器杯片
15号土坑を切る、底面に棺座と推定される4個の川原石
が詔められる^

7G 円 形 b奏買 14号土 坑 に切 ら る

lb奈慣 10も ×105× Z0 かわらti片

7 円 形 VI奏自 86× 87× 13 すり鉄状を旱する

円形 Th養自 87× 102× 28

G-6Gr 円形 a類 120× 34
20、 21号土坑を切る。底面に棺圧 と推定される川原石が
2イ固認められるぉ

G-6Gr 円 形 |× 14 19■ 十坑に切 られるハ

1 楕 円形 104× 144× 26 席 而 に相 豚 ″推 乍 卜れ る !原 府 が 54H設 め られ るハ

i_66 類 底 面 に棺 廊 と推 定 され る川原 石 が 3個認 め られ る。
かわら肘1=

4 G-6Gr 円 形 b ×22 8、 22■十抗に切られるぃ

不 整 円形 TI 65× 77× 46 かわ らけ、瀬戸卸皿

子_6Cr 円 形 b類 40号土抗 |こ切 ら る

27 6_6∩r 橋 出形 lb套賞

1lG 80× 16

11・ 12Gr 不整 円形 h聾百 90× 78× 13 75、 76号土坑を切る。
円 bま買

1 tl ttEI 70× 65× 18 底 而 に精 廓 と椎 乍 され る川原 石 が認 め られ る。

H-12G 円 形 96× 100× 32
V年 挙百

H-12・ 13Gr 円形 a類 95× 104× 32 かわらけ片
35号土坑を切る。底面に棺座と推定される4個の川県石
が訳められるハ

円 形 鞄 100× 18 底面に構圧 と推 ;
される24間の川原るが認められる。

Il-14G 円 形 緬 13× 130× 16 序 而 に棺 座 ′ It 卜れ る 4イロの ||1原 府 が 認 め られ るハ

上b到 1■ i■llに 切 られる。

かわらけ、内耳、橿 fIN 辰 耐 t される44凹の川尿るが認められる。

12Gr 巽雪P 形 |× 2 猿投 灰紬 陶器片 M、  37■十坊↓ 呵られ る

ユー6(事 寿雪P 形 てヽ る |× 20 26号土 坑 を切 り、 41号土坑 に切 られ る。
桁 円 形 |× Z 40■十玩に切る

∩_お∩Y V 80× 35 を旱する

G-3Gr I呂 苛 辱 す 形 冊 麹 140× 56
隅女.長方 形 冊 緬 66× 100× ,4 かわらti2戒、大置後4積 2号住 居 跡 を切 る。

_46 卜,H引 皿 類 90× 180× 27 鋳 岳 に切 られ るハ

ユ_46r 130× 35 41BI刊 に切 られるハ

7 ,-5Gr 示 啓 辱 す 形 TT変自 84× 110× 23

:-8Gr Ⅵ類 165× lR 49号土 坑 に切 ら る

隅 古 方 形 VI類 130× 135)く 35 かわらt 48、 50号十坑を切る。

H-7・ 8Gr 格 円形 Ⅵ査自 170)く 24 かわらけ、常滑・甕 49■十坊に切 られるハ

1 9G 緒 円形 Ⅵ 組 |× 15 52号

H…9Cr Ⅲ類 51号土 坑 を切 る。
皿套賞 100× Z5
Ⅲ変自 98× 122× 42 1号注 を切 るハ

-2Gr 隅 方 形 冊 塔 76× 74× 42 41P 1号溝 を切 る。

Ⅵ 類 lR「I× 100× Fa0

円 彬 150× 26
Ⅵ 136× 280× 37

方 形 W哲 1■ 6× 140× 50 青 磁 片 60号土 坑 を切 る。
106× 148× 40 59テ十Jllに 切 られる。
196× 230× 12 悟 翻 、 47号 十 抗 に切 られ るハ

隅 苛 辱 Ⅵ 麹 127× 192× 8 R号作 屠 称 非切 る

不 態 円 影 Ⅵ 覇

G-9Gr 不整円形 Ⅱ類 40× 44× 9 かわらけ
遺構確認面で遣物が出土しているため、上面が削平され
たイゝのと椎乍されるぃ

12Gr 楕 円形 Th誉自 125× 24

Ⅵ 類

円 形 VI 168× 50

12G 170〉〈82 青磁 片

且・ 1-18・ 14Gr WT宮 190× 188× 55 か わ らけ片

a萎買 170× 15R× 30 ぐ槽e=、  /1ゝゎらけ 底 面 に 3個 の 川原 石 が認 め られ る。

4× 48 1■溝 と同種の理宿十

53× 140× 6 かわらけ片 74号十 片 に切 られ /Oハ

隅丸方 形 冊 垣 74× 30 74号土 坑 を切 る。
Ⅳ類 かわらt■ l TT 辰 血 に 円 形 の 穂 り込 み が 認 め られ る。

75 130× 480× 35 71■十1n~に 切 られる。
Ⅵ |× 7

楕 円形 32号土 坑 に切 られ る。
円 彬 22、 24号 i■llに LJJら れる。

H I-13・ 14Gr 隅九方形 Ⅵ類 380× 20 土師器イ
中央の埋積土下層に炭化物が集中し、底面が一部焼けて
セゝナ‐^

楕 円形 十 師 恭 琢 、 浮言 言 台 l号溝 に切 られる

―-24-―



5号土坑 (第 18・ 29図、図版 3、 第 9表 )

本跡はG-4グ リットに位置し、南東約 lmに 43号土坑、西約 lmに 44号土坑が隣接する。平面形は円形、
大きさは上面96× 100cm、 底面74× 86cm、 深さ37cmを 測る。壁はほぼ垂直に立ちあがり、底面はほぼ平坦である。

埋積土は灰褐色土。63号土坑と近似している。遺物は土師器・甕の破片が出土。

6号土坑 (第 18図 )

本跡はF-2グ リットに位置し、 2号住居跡、 4号住居跡を切る。南東約70cmに 2号土坑が隣接する。平面
形は円形、大きさは上面90× 90cm、 底面78× 78cm、 深さ16cmを測る。壁はほぼ垂直に立ちあがり、底面はほぼ

平坦である。埋積土は灰褐色土。遺物は何も出土しなかった。

7号土坑 (第 18図、図版 3)

本跡はG-6グ リットに位置し、 9号土坑に切られ、 8号土坑、26号土坑を切つている。平面形は円形、大
きさは上面100× 100cm、 底面88× 84cm、 深さ28cmを 測る。壁はほぼ垂直に立ちあがり、底面はほぼ平坦である。

底面には20cm前後の礫が 3個認められた。礫は平坦な面を上に向け、底面より約10cm上で、礫上面が水平にな

るように設置されていた。埋積土は灰褐色砂質土。遺物は何も出土しなかった。

8号土坑 (第 18図、図版 3)

本跡はG-6グ リットに位置し、 7号土坑に切られる。平面形は円形、大きさは上面径 100cm、 底面径86cm、
深さ25cmを 測る。壁はほぼ垂直に立ちあがり、底面はほぼ平坦である。底面に礫が 1個認められた。埋積土は

灰褐色砂質土。遺物は何も出上しなかった。

9号土坑 (第 18・ 29図、図版 4・ 14、 第 9表 )

本跡はG-6グ リットに位置し、 7号土坑を切つている。26・ 27号土坑とは隣接するが、切 り合いは認めら
れない。西約30canに 10号土坑が隣接する。平面形は不整円形、大きさは上面110× 100cm、 底面80× 72cm、 深さ

23cmを 測る。壁はやや外傾 して立ちあがり、底面はほぼ平坦である。埋積土は灰褐色土。遺物は龍泉窯系 。青

磁碗片が出土した。

10号土坑 (第 19図、図版 4)

本跡はG-6グ リットに位置し、東側に 9号土坑、西側に11・ 12号土坑が隣接する。平面形は円形、大きさ
は上面104× 100cm、 底面86× 80cm、 深さ16cmを 測る。壁はやや外傾 し、底面はほぼ平坦である。埋積土は灰褐

色砂質土。遺物は何も出上しなかった。

11号土坑 (第 19図 )

本跡はG-6,7グ リットに位置し、一部調査区外に延びている。また、12号土坑、 5号住居跡を切つてい
る。平面形は円形、大きさは上面102cln、 底面86cm、 深さ16cmを測る。壁はほぼ垂直に立ちあがり、底面はほぼ

平坦である。埋積土は灰褐色砂質土。遺物は何も出土しなかった。

12号土坑 (第 19図 )

本跡はG-7グ リットに位置し、一部調査区外に延びている。また、11号土坑に切られている。北に13号土
坑が隣接する。平面形は円形と推定され、大きさは径80cm、 深さ1lcmを測る。壁はほぼ垂直に立ちあがり、床

面はほぼ平坦である。埋積土は灰褐色砂質土。遺物は何も出土しなかった。
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293.4rn

3号土坑
1 灰褐色土 (締 まる、径 2～ 4剛自色粒多く、炭化

炭化物若干含む)

2 灰掲色土 (ややソフト、炭化物若干、礫少量含む)
3 灰掲色土 (淡黄褐色土塊多く、白色粒少量含む)
4 暗灰褐色土 (締まり弱い、径 2～ 3H8礫少量含む)

第18図  土坑
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灰褐色土 (ソ フト、径 2～ 4 aJn礫 多く、径 5 an

淡褐色土塊、炭化物少量含む)

5号土坑
1 灰褐色土 (締まりなし、径 5～ 10ftal黒色土、淡黄褐色土塊多量に含む)
2 灰褐色土 (1層 に比べ、塊が少ない)

7号土坑
1 灰褐色砂質土 (締 まる、径 1～ 1 5cm黄褐色砂質土塊多量に含む)
2 灰褐色砂質土 (やや締まる、径 1～ 3 EI粗砂、径 1～ 1 5cm黄褐色土塊少量含む)

293.lln

6号土坑
ェ 灰褐色土 (締まりなし、径 1～ 2 dI礫多く、炭化物少量含む)

293.6m

9号土坑
1 灰褐色砂質土 (1～ 3 mI粗砂、径 3 cm黄褐色土塊少量含む)
2 黄褐色砂質土 (締まる、灰褐色砂質土を含む)
3 灰褐色砂質土 (締まる、粒子若千、黄褐色土塊少量含む)

?::中 1  2評

4
293.3m

4号土坑
1 暗灰褐色土 (径 2～ 3 aI礫少量、径 5 mm淡黄褐色土塊

少量含む)
2 暗灰褐色土 (締 まりなし、径 2～ 3a」 礫少量、径 3 am

淡黄褐色土塊少量含む)

3 暗灰褐色土 (締 まりなし、径 3～ 8 mH淡黄褐色土塊多
く、炭化物若干含む)



13号土坑 (第 19,29図、図版 4・ 14、 第 9表 )

本跡はG-7グ リットに位置 し、 4号溝に切られる。北に18号土坑、南に12号土坑が隣接する。平面形は円
形、大きさは上面104× 100cm、 底面96× 92cm、 深さ35cmを 測る。壁はほぼ垂直に立ちあがり、底面はほぼ平坦

である。埋積土は灰褐色砂質土。遺物は埋積土上位から龍泉窯系・青磁鏑蓮弁文碗の破片が出土 した。また、

土師器・杯、かわらけの破片が出土。

14号土坑 (第 19,29図、図版 4、 第 9表 )

本跡はG-7グ リットに位置し、15号土坑を切っている。また、南に10号土坑、西に13号土坑、北に18号土
坑が隣接する。平面形は円形、大きさは上面116X■ Ocm、 底面100× 96cm、 深さ25cmを 測る。壁はほぼ垂直に立
ちあがる。底面はほぼ平坦、底面の中央から北東、南東、南西、北西方向に各 1個の計 4個、径10～ 20cmほ ど
の礫が認められた。礫は平らな面を上にし、上面が底面より13～ 16cmほ どの所で平らになるように設置してあ

った。埋積土は灰褐色土。遺物は土師器・小皿片が出土。

15号土坑 (第 19図 )

本跡はG-7グ リットに位置し、14号土坑に切られている。平面形は円形と推定できるが、大きさは計測不
能である。深さ6cmを測る。壁はほぼ垂直に立ちあがり、底面は平坦である。遺物は何も出土しなかった。

16号土坑 (第 19。 29図、図版 4、 第 9表 )

本跡はG-7グ リットに位置し、東に41号土坑、西に14号土坑、15号土坑、南に 9号土坑が隣接する。平面
形は円形、大きさは上面108× 105cm、 底面93× 96cm、 深さ20cmを測る。壁はほぼ垂直に立ちあがり、底面はほ

ぼ平坦である。埋積土は灰褐色砂質土。遺物はかわらけの破片が出土。

17号土坑 (第 19図 )

本跡はG-7グ リットに位置している。平面形は円形、大きさは上面86× 87cm、 底面41× 35cm、 深さ13cmを
測る。壁は外傾 し、底面は九底。全体に断面はすり鉢状を呈する。埋積土は暗灰褐色土。遺物は何も出土しな

かった。

18号土坑 (第 19図、図版 4)

本跡はG-7グ リットに位置し、 4号溝に切られている。また、北西に 1号集石遺構、南西に13号土坑が隣
接する。平面形は円形で、大きさは上面87× 102cm、 底面80× 90cm、 深さ28cmを 測る。壁はほぼ垂直に立ちあが

り、底面はほぼ平坦である。埋積土は灰褐色砂質土。遺物は何も出土しなかった。

19号土坑 (第20図 )

本跡はG-6グ リットに位置し、若干、調査区外に延びている。また、20号土坑、21号土坑を切つている。
平面形は円形、大きさは上面120cm、 底面105cm、 深さ34cmを 測る。壁はほぼ垂直に立ちあがり、底面はほぼ平

坦である。底面の北・西壁際には25cmほ どの礫が2個認められた。礫は平らな面を上にし、底面より7 cmほ どの

所で、水平にしていた。埋積土は、灰褐色土。遺物は何も出土しなかった。

20号土坑 (第20図 )

本跡はG-6グ リットに位置 し、19号土坑に切られている。平面形は円形と推定されるが、平面の大きさは
計測不能。深さ14cmを測る。壁は垂直に立ちあがり、底面はほぼ平坦である。埋積土は灰褐色土。遺物は何も

出土しなかった。
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10号土坑
1 灰褐色砂質土 (締 まる、 1～ 3 mm粗砂多く、 5～ 10o」I黄褐色砂質土塊少量含む)
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ll 12号 土坑
1 黄褐色砂質土 (や や締まる、灰褐色砂質土少量含む)
2 灰掲色砂質土 (締まる、径 5画黒色土塊、径 1～ 2m4粗砂少量含む)
3 灰褐色砂質土 (締まりなし、粗砂少量含む)
4 灰褐色砂質土 (締まりなし、やや暗い、粗砂若干含む)
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17号土坑
1 暗灰掲色土 (締 まる、粗砂少量、径 3～ 4 cm

黄褐色土塊多く含む)

第19図 土坑 (2)
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18号土坑
1 灰褐色砂質土 (やや締まる、径 1～ 2 cm淡掲色土塊を含む)
2 灰褐色砂質土 (1層 より淡褐色土多く、炭化物若干含む)
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13号土坑
1 灰褐色砂質土 (締まる、径 1～ 311t粗砂多く含む)
2 灰褐色砂質土 (やや締まる、径 1～ 3 na粗砂少量含む、サビ痕多い)
3 灰褐色砂質土 (締まりなし、径 1～ 3 ma粗砂少量、黄褐色砂多く含む)

― ト
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_293.6 rn

16号土坑
1 灰褐色砂質土 (締まりなし、径 1～ 3 mu粗砂少量、径 1～ 2 cm

黄褐色土塊多く、炭化物若干含む)

|

293.61n

14号土坑

1 灰褐色砂質土 (締まりなし、径 1～ 3 EI粗砂若干、黄褐色土砂多く含む)
2 灰褐色砂質土 (やや粘性、径 1～ 3m粗砂、炭化物若干含む)

293.6 rn



21号土坑 (第 20。 29図、図版 4・ 14、 第 9表 )

本跡はG-6グ リットに位置 し、22号土坑を切 り、19号土坑に切られる。平面形は楕円形、大きさは上面
104× 144cm、 底面95× 133cm、 深さ26cmを測る。壁はほぼ垂直に立ちあがり、底面はほぼ平坦である。底面中央

と四方に20～ 25cmほ どの礫が 5個認められた。礫は平らな面を上に、底面より7 cmほ どのところで水平になる

ように据えてあった。埋積土は灰褐色土。第 2層 が礫と同じ層に対応する。遺物は中央、南西よりの底面上よ

り美濃焼・鉄釉小杯片が 1点出土 した。時期は16世紀後半と推定される。

22号土坑 (第 20。 29図、図版 4、 第 9表 )

本跡はG-6グ リットに位置し、21号土坑に切られ、23号土坑を切つている。平面形は不整円形、大きさは
上面157cm、 深さ22cmを 測る。壁はほぼ垂直に立ちあがり、底面は平坦である。底面には東壁際、南壁際、北壁

際の三方に20cmほ どの礫が 3個認められた。礫は平らな面を上に、底面より5 cmほ ど上位で礫の上面が水平に

なるようにして設置してあった。埋積土は灰褐色土。第5層が礫と同じレベルに対応する。遺物はかわらけ片、

土師器・杯、縄文・五領ヶ台式の破片が出土した。

23号土坑 (第 20・ 29図、図版 4・ 12、 第 9表 )

本跡はG-6グ リットに位置 し、22号土坑に切られている。平面形は不整円形、平面の大きさは計測不能。
深さ18cmを測る。壁はほぼ垂直に立ちあがり、底面は平坦である。埋積土は灰褐色土。遺物は試掘調査でかわ

らけが出上している。

24号土坑 (第 20図 )

本跡はH-6グ リットに位置 している。遣構は周囲の22号土坑、 8号土坑などを調査 した後確認した。その
為遺構の外周はほとんどが切られ、遺存状態が悪かった。また、南壁に78号土坑がある。平面形は周囲のもの

から判断して、円形と推定される。大きさは平面規模が計測不能、深さは22c14を 測る。壁はほぼ垂直に立ちあ

がり、底面は平坦である。埋積土は淡褐色土。遺物は何も出土しなかった。

25号土坑 (第 20・ 29図、図版 4・ 14、 第 9表 )

本跡はH-9グ リットに位置し、東に52号土坑が隣接する。平面形は不整円形、大きさは上面65× 77cm、 底
面48× 53cm、 深さ46cmを 測る。壁はほぼ垂直に立ちあがり、底面はほぼ平坦である。坦積土は灰褐色土。遺物

はかわらけ片、瀬戸灰釉卸皿片が出上した。時期は15世紀代と推定される。

26号土坑 (第22図 )

本跡はG-6グ リットに位置し、東側調査区外に延び、27号、40号土坑に切られている。平面形は円形と推
定される。深さは34cmを 測る。壁はほぼ垂直に立ちあがり、底面は平坦である。埋積土は茶褐色土。遺物は何

も出土しなかった。

27号土坑 (第22図 )

本跡はG-6グ リットに位置し、26号土坑を切 り、撹乱に切られている。東側調査区壁面の土層観察で確認
し、平面形を確認することはできなかった。深さは27cmを 測る。底面はほぼ平坦。埋積土は茶褐色土。遺物は

何も出上しなかった。

28号土坑 (第20図 )

本跡はH-11グ リットに位置 し、東に53号土坑が隣接 している。平面形は円形と推定され、大きさは上面80
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19号土坑
1 灰褐色土 (締 まる、径 l cln淡褐色土塊、炭化物多く含む、サビ痕で赤化 )
2 灰褐色土 (締 まる、 1層 に比べ炭化物が少ない)
3 灰褐色土 (締まる、 1層 より淡褐色土塊少ない)

30号土坑
1 灰褐色土 (締まりなし、径 2～ 3 HHの粗砂を多く、

炭化物若干含む)

293.6 rn

~                  2                ‐

21 22 23号土坑
1 灰掲色土 (締まる、径 1～ 2 cn淡掲色土塊、茶褐色土塊多く、炭化物少量含む)
2 灰褐色土 (締 まる、淡褐色土塊多く含む、粘り床か)
3 灰褐色土 (締まる、径 1～ 2 cn淡褐色土塊少量、茶褐色土塊多量に含む)
4 灰褐色土 (3層 より淡褐色土塊多く含む)
5 淡褐色土 (やや締まる、茶褐色土塊多く含む)
6 淡掲色土 (ややソフト、サビ痕含む)
7.灰褐色土 (やや締まる、径 1～ 2 cln灰褐色塊、黄色土塊多量、黒色土塊若干含む)

77

294.lrn

よ
2

__            __294m       28号 土坑                             __               __294m
_               1 灰褐色土 (締まる、径05～ l cl淡灰色砂質土塊少量、…

線 祢
一
一
一

29号土坑
1 灰褐色土 (締 まる、径 I cm黒 色土

灰色微砂塊多く含む)
25号土坑
1 灰褐色土 (締まる、礫多量、サビ痕多く含む)
2 灰褐色土 (締まる、礫多量、黄褐色砂質土多く含む)
3 灰褐色土 (締まる、サビ痕多量に含む)
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32号土坑
1 灰褐色土 (やや締まる、サビ痕多い、径 1～ 2函粗砂少量、

径 1～ 2 cnl淡 褐色土塊若干含む)

∩
υ

ｌ

第20図 土坑 (3)
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cm、 底面72cm、 深さ16cmを 測る。壁は外傾 して立ちあが り、底面はほぼ平坦である。坦積土は灰褐色土。遺物

は何も出土しなかった。

29号土坑 (第 20・ 29図、第 9表 )

本跡はH-11・ 12グ リットに位置し、75号土坑、76号土坑を切つている。平面形は不整円形、大きさは上面

90× 78cm、 底面80× 68cm、 深さ13cmを測る。壁はほぼ垂直に立ちあがり、底面はほぼ平坦である。埋積土は灰

褐色土。遺物は土師器小皿 (20)の破片が出土しているが、埋積土に混入したものと推定される。

30号土坑 (第 20図 )

本跡はH-11・ 12グ リットに位置 し、東側調査区外に延びている。また、西に75号土坑が隣接する。平面形
は円形と推定され、大きさは上面100cm、 底面92cm、 深さ18cmを測る。壁はほぼ垂直に立ちあがり、底面は平坦

である。埋積土は灰褐色土。遺物は何も出土しなかった。

31号土坑 (第20,29図、図版 5,15、 第 9。 24表 )

本跡はH-11グ リットに位置している。平面形は不整円形、大きさは上面70× 65cm、 底面60× 40cm、 深さ18
硼を測る。壁はほぼ垂直に立ちあがり、底面は平坦である。底面の東寄りに28cmほ どの礫が、平坦な面を上に

して認められた。遺物の出土状況は遺構確認面の東壁際より上師器小皿 (21)が逆位で出土し、土坑底面 より

六道銭 6枚 (22～ 27)が出土 した。六道銭の出土により本土坑は土娠墓と推定される。しかし、土師器小皿の

時期は本調査区で確認 した土渡墓のいずれの時期とも符合 しないため、出土位置から考えて本土坑に伴わない

ものと考えられる。

32号土坑 (第 20。 26。 29図、第 9表 )

本跡はH-12グ リットに位置し、75号土坑、77号土坑を切つている。平面形は円形、大きさは上面96× 100cm、

底面86× 88cm、 深さ32cmを 測る。壁はほぼ垂直に立ちあがり、底面は平坦である。埋積土は灰褐色土。遺物は

土師器小皿、かわらけ片が出土した。

33号土坑 (第21図 )

本跡は I-13グ リットに位置し、東側調査区外に延びている。また、西側は掘 り込みと重複 している。平面
形は円形と推定され、大きさは上面70cm、 底面48cm、 深さ23cmを 測る。壁はほぼ垂直に立ち上がり、底面はほ

ぼ平坦である。また、遺構は砂礫層を掘 り込んでいるため、底面上に責褐色砂質土を埋めた厚さ4 cmの貼 り床

状のものが認められた。埋積土は茶褐色土。遺物は何も出土しなかった。

34号土坑 (第21'29図、図版 5,12、 第 9表 )

本跡はH-12・ 13グ リットに位置し、35号土坑、39号土坑を切つている。平面形は円形、大きさは上面95×

104cm、 底面77× 90cm、 深さ32硼 を測る。壁はほぼ垂直に立ちあが り、底面はほぼ平坦である。底面の北東・南

東 。南西・北西方向に径17× 30cmほ どの礫が平らな面を上にして認められた。平らな面は遺構の底面から10cm

を測り、ほぼ水平に設置されていた。埋積土は灰褐色土。遺物はかわらけ片が出土した。

35号土坑 (第 21図、図版 5)

本跡はH-12・ 13グ リットに位置し、34号土坑に切られている。平面形は円形と推定され、大きさは上面 100

cnl、 底面78cm、 深さ18cmを 測る。壁はほぼ垂直に立ちあが り、底面はほぼ平坦である。底面には北東・南東に

径10～ 14cmの礫が平らな面を上にして認められた。平らな面は遺構の底面より13cmほ どを測り、ほぼ水平に設
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33号土坑
1 茶褐色上 (締 まりなし、径0 5oltの黄褐色砂質土塊、径 1～ 1 5clnの礫若干含む)
2 茶褐色土 (締 まりなし、径 1帥黄褐色土塊多く、炭化物若干含む)
3 黄褐色砂質土 (貼 り床)

_294,lm

36号土坑
1 暗灰褐色土 (締まる、径 2～ 3 mu粗砂少量、炭化物若干含む)

34 35号土坑
1 灰褐色土 (締 まる、径 1蝕淡褐色土塊、糧砂少量含む)
2 灰褐色土 (締 まる、径 2～ 3 mH粗砂多 く、炭化物若干含む)
3 灰褐色土 (やや締まる、径 2～ 3 Qn淡掲色土塊、炭化物若千含む)
4 灰褐色土 (締 まりなし、やや淡い、粒子少ない )
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37号土坑

1 灰褐色土 (締まる、径 2～ 3 1ua粗砂炭化物若干含む)
2 灰褐色土 (締 まる、径 1～ 2 mul粗砂少量、径 2～ 3 cm礫着千、径 lcn

灰色上、淡黄色土塊、炭化物多く含む)

3 灰褐色土 (やや締まる、径 1～ 2 an粗砂少量、灰色上、黄色土塊、炭
化物少量含む)

4 灰褐色土 (やや締まる、径 3～ 4 cln黄 色土塊多く、炭化物少量含む)
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第21図 土坑 (4)
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置されていた。埋積土は灰褐色土。遺物は何も出上 しなかった。

36号土坑 (第 21・ 29図、図版 5。 15、 第 9。 24表 )

本跡はH-14グ リットに位置し、北に38号土坑が隣接 している。平面形は円形、大きさは上面113× 130cm、
底面100× 108cm、 深さ16cmを測る。壁はほぼ垂直に立ちあがり、底面はほぼ平坦である。底面の北東・南東 。

南西・北西には径15～ 25cmの 礫が平らな面を上にして認められた。礫の平らな面は遺構の底面より約 7 cm上で

水平になるように設置されていた。埋積土は暗灰褐色上である。遺物の出土状況は中央やや南よりの埋積土中

位から銭が 1枚 (33)出土した。

37号土坑 (第 21・ 29図、図版14、 第 9表 )

本跡はH-12グ リットに位置し、71号土坑に切られている。平面形は円形と推定され、大きさは上面100cm、
底面75cm、 深さ27cmを 測る。壁はほぼ垂直に立ちあが り、底面はほぼ平坦である。埋積土は灰褐色土である。

遺物の出土状況は中央部底面より美濃焼 。鉄釉天目茶碗の破片が 1点出土した。

38号土坑 (第 21・ 29図、第 9表 )

本跡は調査区北端のH・ I-14グ リットに位置 している。南に36号土坑が隣接 している。この周辺は耕作が

深く、確認面上で礫層が露出していた。その為、本遣構の周辺には礫が多量に集中している。その中でも、比

較的大きく、上面が平らな礫が数個確認された。他の遺構の状況から、これらの礫が遺構に伴うものとし、遺

構はすでに削平されたものと考えられる。遺物はかわらけ、内耳土器、悟鉢が出土 した。

39号土坑 (第 22・ 29図、第 9表 )

本跡はH-12グ リットに位置し、34号土坑、37号土坑に切られている。遺構はこれらの遺構の調査を行った
後確認されたため、形状を把握しきれないが、平面形は円形と推定される。深さは28cmを 測る。埋積土は灰褐

色上である。遺物は灰釉陶器片が出土。確認面上で礫が確認されている。

40号土坑 (第22図 )

本跡はG-6グ リットに位置し、東側が調査区外に延びている。また、41号土坑に切られ、27号土坑を切つ
ている。平面形は円形と推定されるが、平面の大きさは計測不能である。深さは20cmを 測る。壁はほぼ垂直に

立ちあがり、底面はほぼ平坦である。埋積土は茶褐色土。遺物は何も出土しなかった。

41号土坑 (第 22図 )

本跡はG-7グ リットに位置し、東側が調査区外に延びている。また、40号土坑を切つている。平面形は円
形と推定される。大きさは上面72cm以上、底面38cm以上、深さ22cmを 測る。壁はほぼ垂直に立ちあが り、底面

はほぼ平坦である。埋積土は灰掲色土。遣物は何 も出土しなかった。

42号土坑 (第 22・ 29図、図版 5、 第 9表 )

本跡はG-6グ リットに位置し、東狽」が調査区外に延びている。また、 7号土坑、26号土坑、撹乱に切られ
ている。その為、確認面での平面形、大きさ共に不明といわざるを得ない。底面の形状は隅九方形と推定され、

大きさは80cm、 深さは27号土坑の底面からであるが35cmを 測る。壁は南壁の一部がほぼ垂直に立ちあが り、西

壁から北壁にかけてオーバーハングする。底面は南から北に向かって傾斜する。底面の南壁際には大きさ径

35× 55cm、 深さ36cmの小穴が 1口認められる。埋積土は淡茶褐色土。本跡は確認面で遺構を認めることはでき

なかったが、南よりに出入り口状の小穴を持つ、袋状土坑である。その形状から、地下式坑と考えられる。遺
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26 27 40 41 42号 土坑
1 表土 (黒色土)
2 灰色土 (鉄分のため赤化)
3 灰褐色土 (締まりなし、 5mの 黒色土塊、礫多く含む)
4 茶褐色土 (淡褐色土塊多く、炭化物若干含む)
5 茶褐色土 (黒色土塊、淡褐色土塊多く含む)
6 茶掲色土 (径 2～ 3 ct淡褐色土塊多く含む)
7 茶褐色土 (淡褐色土塊多く含む)
8 淡茶掲色土 (径 5 mB茶褐色上、淡褐色土塊多く含む)

才
~            43

_293.4rn

43号土坑
1 淡褐色土 (締 まる、径 5～ 10mu黒色土塊、褐色土多 く含む)
2 淡褐色土 (1層 より径 5～ 10剛黒色土塊少ない )

|

293 4m

45号土坑
1 暗茶褐色土 (締 まる、径 1～ 3 aH粗砂多く含む)
2 暗茶褐色土 (締 まる、径 1～ 311粗砂少量、径 1～ 2 cm淡褐色土塊多く含む、 3号溝の埋積土)
3 茶掲色土 (締 まる、径 1～ 2 nlm白 色粒少量、径 1～ 2 cH淡褐色土塊、サビ痕多く含む)
4 茶褐色土 (やや締まる、径 1～ 2 aIId自色粒、炭化物少量、径 1～ 2 cm淡褐色土塊多く含む)
5 茶褐色土 (やや締まる、淡褐色土多く含む)

第22図 土坑 (5)
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45
お号土坑

1 表土
2 灰褐色土

3 灰褐色土

4 灰褐色土

5 茶褐色土

6 茶褐色土

(耕作土、径 1～ 3 Ha

礫多量に含む、鉄分

で赤化)

(径 2-3帥礫少量含
む、若干鉄分で赤化)

(径 3～ 4 am礫少量含

む、鉄分でやや赤化 )

(締 まりなし、自色粒、

黒色上、炭化物若子

含む)

(締 まりなし、淡褐色

土多く含む)

（
υ

ｌ
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l l t t I         I



物は土師器杯片が出土した。

43号土坑 (第22図 )

本跡は調査区の南東隅、G-3グ リットに位置し、一部調査区外に延びている。平面形は隅丸長方形と推定
され、大きさは上面140× 34cm以上、底面は126× 26cm以上、深さ56cmを 測る。壁はほぼ垂直に立ちあがり、底

面はほぼ平坦である。埋積土は淡褐色土。遺物は何も出上しなかった。

44号土坑 (第 22・ 29図、図版 5・ 12・ 15、 第 9,24表 )

本跡はF・ G-4グ リットに位置し、 2号住居跡を切る。西約20cmに 45号土坑が隣接する。平面形は隅九長
方形、大きさは上面66× 100cm、 底面54× 78cm、 深さ24cmを測る。壁はほぼ垂直に立ちあがり、底面はほぼ平坦

である。埋積土は灰掲色土。遺物の出土状況は埋積土の上位より六道銭 (43～ 45)3枚、底面の西壁際よりか
わらけが 1枚 (41)は正位、 1枚 (42)イま逆位で出土した。六道銭は土坑の埋積土をふるいに掛けた結果、合
わせて 6枚となった。また、確認面付近から20cm前後の扁平な礫が 4個出土した。本跡から骨片などは認めら

れなかったが、六道銭、かわらけの出土から土娠墓と推定される。本跡の時期は15世紀と推定される。

45号土坑 (第 22・ 30図、図版 5。 15、 第 9表 )

本跡はF-4グ リット、44号土坑の西側に隣接 し、 2号住居跡を切 り、 3号溝に切られている。平面形は隅
丸長方形、大きさは上面90× 180cm、 底面70× 150cm、 深さ27cmを 測る。壁はやや外傾 し、底面はほぼ平坦であ

る。埋積土は茶褐色土。遺物は石鏃が出土したが、1号土坑が隣接 していることから、流れ込みと推定される。

46号土坑 (第22図 )

本跡はG-4グ リットに位置 し、東側が調査区外に延びている。また、撹乱に切られている。平面形は隅丸
長方形と推定される。大きさは長軸方向が上面130cm、 底面93cm、 深さ35cmを 測る。主軸方向は、N-6° 一E。

壁はややタト傾 して立ちあがり、底面はほぼ平坦である。埋積土は茶褐色土。遺物は何も出土しなかった。

47号土坑 (第 23・ 30図、図版 6、 第 9表)

本跡はG-5グ リットに位置 し、61号土坑、 3号住居跡を切つている。平面形は不整方形、大きさは上面
84× 110cm、 底面65× 95cm、 深さ23cmを 測る。壁はほぼ垂直に立ちあがり、底面は平坦である。埋積土は茶褐色

土。遺物は土師器甕片が出土した。

48号土坑 (第23図、図版 6)

本跡はG-8グ リットに位置し、49号土坑、 4号溝に切られている。平面形は方形と推定され、大きさは上面
165cm、 深さ18cmを 測る。壁はほぼ垂直に立ちあがり、底面は平坦である。埋積土は灰褐色土。遺物は何も出土

しなかった。

49号土坑 (第 23・ 30図、図版 6)

本跡はG・ H-8グ リットに位置し、48号土坑、50号土坑を切っている。平面形は方形、大きさは上面130×
135cm、 底面103× 105cm、 深さ35cmを 測る。壁はほぼ垂直に立ちあがり、東壁の一部は自然石の側面を利用して

いる。底面は平坦である。埋積土は灰褐色土。遺物はかわらけ片が出土。

50号土坑 (第 23・ 30図、図版 6・ 14、 第 9表 )

本跡はG・ H-7・ 8グ リットに位置 し、東側が調査区外に延びている。また、49号土坑に切 られ、北壁の
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51号土抗
1.灰褐色土 (径 2～ 5m黄色粒多量に合む)

___294m

蓄 議 色土 笛 まる、組砂多量攀 l CmittBL摯多く、対 ヒ物若干鉤
2 仄褐色土 (締まる、淡縛色土塊多く含 b)
j 灰褐色土 (1層より淡褐色土多く含む)

|

_298。 7■n

】:優糧雹圭縛専癬ま叙響監をと赤録1艤夢重写屋?給雀馨癖豊撞色塊鉤
3.灰褐色土 備まる、自色粒、炭化物少量、粘性仄色土塊多く含む)
4.茶褐色土 鮪まる、4砂少量、床掲毎土の赤tサピ痕含む)
5,反褐色土 鮪まる、白色粒、サビ痕多く含む)
6 灰褐色土 (やや締まる、黄褐色砂、黒色土含む)
7.黄褐色土 (茶褐包土塊、原褐色土塊少量含む)

_二294m

軒

性

キ

ャ

習

52,土挑
1 仄色土 (粗砂多量に含む)

第23図 土坑 (6)

一-36-一

?===.・    2P

一



一部が撹乱に切られている。平面形は円形、大きさは上面 170c14、 底面145cm、 深さ24cmを 測る。壁はほぼ垂直

に立ちあがり、北壁の一部は自然石の側面を利用している。底面は平坦である。埋積土は茶掲色土。遺物はか

わらけ片、常滑の甕片が出土。

51号土坑 (第23図 )

本跡はH-9グ リットに位置 し、東側の調査区外に延びている。また、52号土坑に切られている。平面形は
楕円形と推定される。平面形の大きさは計測不能。深さは15cmを 測る。壁はほぼ垂直に立ちあがり、底面は平

坦である。埋積土は灰褐色土。遺物は何も出土しなかった。

52号土坑 (第23図 )

本跡はH-9グ リットに位置 し、東側の調査区外に延びている。また、51号土坑を切っている。平面形は隅
丸長方形と推定される。大きさは126cm、 深さ10cmを測る。壁はほぼ垂直に立ちがり、底面はほぼ平坦である。

埋積土は灰色土。遺物は何 も出土しなかった。

53号土坑 (第23図 )

本跡はH― ■グリットに位置 し、西に28号土坑が隣接する。平面形は隅九長方形と推定され、大きさは上面

100cm、 底面88cm、 深さ25cmを 測る。壁はほぼ垂直に立ちあがり、底面はほぼ平坦である。埋積土は灰褐色土。

遺物は何も出上しなかった。

54号土坑 (第24図 )

本跡は調査区の南西隅、A-2グ リットに位置し、一部調査区外に延びている。また、 1号溝を切つている。
平面形は隅九方形、大きさは上面98× 122cm、 底面82× 102cm、 深さ42cmを測る。壁はほぼ垂直に立ちあが り、

底面はやや南に傾斜する。埋積土は暗褐色土。遺物は何も出土しなかった。

55号土坑 (第 24・ 30図、図版 6・ 15、 第 9表 )

本跡は調査区の南西、C-2グ リットに位置する。 1号溝と重複 し、切つているものと推測される。平面形
は隅丸方形、大きさは上面76× 74cm、 底面62× 60cm、 深さ42cmを 測る。壁はほぼ垂直に立ちあがり、底面はほ

ぼ平坦である。埋積土は灰褐色上で54号土坑に近似する。遣物は硯の破片が出土。

56号土坑 (第 24・ 30図、図版14、 第 9表 )

本跡は I-13グ リットに位置 し、79号土坑に切られ、東側調査区外に延びている。平面形は隅九方形、大き
さは上面135× 100cm、 底面■2× 78cm、 深さは確認面から60cmを測る。壁はほぼ垂直に立ちあがり、底面はほぼ

平坦である。埋積土は茶褐色上である。遺物は灰釉陶器、土師器小皿、かわらけの破片が出土。

57号土坑 (第24図、図版 6)

本跡は調査区の北端、 I-14グ リットに位置し、58号土坑を切つている。また、西に38号土坑が隣接 してい
る。平面形は円形、大きさは上面 150cm、 底面186cm、 深さ26cmを 測る。壁はほぼ垂直に立ちあがり、底面はほ

ぼ平坦である。埋積土は灰掲色土。遣物は何も出土しなかった。

58号土坑 (第 24・ 30図、図版 6・ 14、 第 9表 )

本跡は調査区の北端 I-14グ リットに位置し、57号土坑を切っている。平面形は隅丸長方形、大きさは上面
で136× 280cm、 底面107× 260cm、 深さ37cmを測る。壁はほぼ垂直に立ちあがり、底面は平坦である。埋積土は
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55号上坑
1 反褐毎土 (締まり弱い、径0ワ‐ l mm白色粒少量、
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第24図 土坑 (7)
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暗茶褐色土。遣物は常滑・情鉢の体部片が出土。

59号土坑 (第 25。 30図、図版 6・ 14、 第 9表 )

本跡はG-5グ リットに位置し、60号土坑を切っている。また、北に 6号溝が隣接する。平面形は隅丸方形、
大きさは上面136× 140cm、 底面120× 126cm、 深さ50cmを 測る。主軸方向はN-10° 一E。 壁はほぼ垂直に立ち

あがり、底面は平坦である。埋積土は灰褐色土。遺物は北東隅の埋積土上位から龍泉窯系・青磁盤片 (60)が 1

点出上した。土坑はその形状から、方形竪穴とも考えられる。

60号土坑 (第25。 30図、図版 6、 第 9表 )

本跡はG-5グ リットに位置し、59号土坑に切られる。平面形は隅丸方形、大きさは上面106× 148cm、 底面
130× 154cm、 深さ40cmを 測る。主軸方向はN-13° 一E。 壁は内傾 し、一部袋状になっている。底面はほぼ平坦

である。埋積土は淡褐色土。遺物は土師器足高高台杯、内耳土器の破片が出土 した。土坑はその形状から方形

竪穴とも考えられる。

61号土坑 (第 25・ 30図、図版14、 第 9表 )

本跡はG-4・ 5グ リットに位置し、47号土坑と撹乱に切られている。平面形は隅丸方形と推定され、大き
さは上面196× 230cm、 深さ12cmを 測る。壁はほぼ垂直に立ちあが り、底面は平坦である。埋積土は灰褐色土。

遺物は白磁皿の破片が出土。遺構は調査区内に同様の遺構が認められないことから、時期は不明とする。

62号土坑 (第 25図、図版 6)

本跡はG-5グ リットに位置し、3号住居跡を切つている。平面形は隅九長方形、大きさは上面127× 192cm、
底面は■4× 180cm、 深さ 8 cmを測る。主軸方向はN-13° 一E。 壁はほぼ垂直に立ちあがり、底面はほぼ平坦で

ある。埋積土は灰掲色土。遺物は何も出土しなかった。遣構は調査区内に同様の遺構が認められないことから、

時期は不明とする。

63号土坑 (第 25図 )

本跡はH-13グ リットに位置し、北側を撹乱に切られている。平面形は不整楕円形、大きさは上面60× 76cm
以上、底面38× 70cm以上、深さ28cmを 測る。壁は外傾 して立ちあがり、底面は九底気味である。埋積土は茶褐

色土。遺物は何も出上しなかった。埋積土上位に礫が多量に確認されたが、人為的なものとは認められない。

64号土坑 (第 25。 30図、図版 6・ 12、 第 9表 )

本跡はG-9グ リットに位置し、西に2号集石遺構が隣接する。平面形は不整円形、大きさは上面40× 44cm、
深さ 9 cmを測る。壁は外傾 して立ちあがり、底面は平坦、概ねす り休状を呈 している。埋積土は灰褐色土。遺

物は遺構確認面でかわらけ (65)が正位で出上した。本跡は礫層で確認し、淡掲色上の地山は認められなかっ

た。その為、遺構の確認状況は不鮮明であった。また、遺構の掘 り込みも浅 く、確認面で遺物が出土 したこと

から、上面はすでに削平されたものと推定される。

65号土坑 (第 26図、図版 7)

本跡はH・ I-12グ リットに位置し、32号土坑に切られ66号土坑・67号土坑を切つている。平面形は円形、
大きさは上面125cm、 底面94cm、 深さ24cmを測る。壁はタト傾 して立ちあがり、底面はやや丸底気味で、全体にす

り鉢形を呈する。埋積土は灰色土である。遺物は何も出土しなかった。
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59 60号土坑
1 灰褐色土
2 灰褐色上
3 灰褐色土
4 灰褐色上
5_灰褐色土
6 淡褐色土
7 淡褐色土
8 淡褐色土
9 淡褐色土

(締まりなし、粒子少ない、サビ痕多く赤化 )

(締まりなし、径 l cln程 の灰色土塊多く含む)

(締まりなし、径 l oll灰色土塊多く、黒色土塊少量含む)

(締まりなし、灰色土多く含む)

(締まりなし、黒色土多く含む)

(やや締まる、径 2～ 3 cH黒色土塊少量、粒子若干含む)
(や や締まる、径05～ l ctn灰色上、黒色土塊多く含む)
(やや締まる、径 1～ 2 cm黄褐色上、黒色土塊含む)

(やや締まる、黄褐色上、黒色土塊多量含む)
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土坑 (3)
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62号土比
1 灰褐色土 (締まりなし、径 1～ 1 5cn淡褐色土多 く含む、サビ痕で赤化 )
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64号土坑
1 茶褐色土 (秒質、粒子若干、

炭化物少量含む)二 灰褐色土 (径 3～ 5 ua礫多く含む)

第25図
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66号土坑 (第 26・ 30図、図版 7、 第 9表 )

本跡は I-12グ リットに位置し、遺構は65号土坑や67号土坑、68号土坑と共に平面を確認 し掘 り下げを行っ

た。掘 り下げ完了後の、調査区東側壁面の上層観察により、個別の遺構であることが判明した。遺構は東側調

査区外に延び、65号土坑に切られている。平面形は不整方形と推定され、大きさは上面80cln、 底面61cm、 深さ

78cmである。壁はやや外傾 して立ちあがり、底面はほぼ平坦である。埋積土は茶褐色土である。遺物は弥生土

器の壷の破片が出土した。

67号土坑 (第26・ 30図、図版 7・ 15、 第 9,24表 )

本跡はH・ I-12グ リットに位置し、65号土坑・68号土坑に切られている。平面形は円形と推定され、上面
168cm、 底面 163cm、 深さ50cmを 測る。壁はほぼ垂直に立ち上がり、底面はほぼ平坦である。埋積土は茶掲色土

である。遺物の出土状況は埋積土上層より、銭が 2枚 (67、 68)出土した。

68号土坑 (第 26・ 30図、図版 7・ 14、 第 9表 )

本跡は I-12グ リットに位置し、66号土坑と同様の調査経過をたどった。遺構は東側調査区外に延び、67号

土坑を切つている。平面形は隅九方形と推定され、大きさは底面170cm、 深さ82cmを測る。壁はほぼ垂直に立ち

あが り、底面は平坦である。埋積土は暗茶褐色上である。底面上 7～ 12cmに厚さ6～ 12cmの 地山と推定される

褐色砂を確認した。東側の土層観察では褐色砂下に薄く茶褐色上が堆積し、一見袋状土坑のような土層である。

茶掲色上の層が薄 く部屋にしては狭 く感じられる。しかし、天丼が落下したと考えれば、地下式坑の可能性が

ある。遺物は龍泉窯系・青磁劃花文碗 (69)、 内耳土器 (70)の破片が出土した。

69号土坑 (第26'30図、第 9表 )

本跡はH・ I-13・ 14グ リットに位置し、79号土坑に切られている。平面形は不整円形、大きさは上面190×

188cm、 底面100× 150cm、 深さ55cmで ある。壁は外傾 して立ちあがり、底面は九底気味で、全体にすり鉢状を呈

している。砂礫層を掘 り込んでいるため遺構の遺存状況は悪かった。埋積土は茶褐色土を主体 とし、砂・礫を

多く含み締まりがない、下層に責褐色砂質土塊を若干含む。遺物はかわらけ片 (71)が出上した。

70号土坑 (第 26・ 30図、第 9表 )

本跡はH・ I-13グ リットに位置し、79号土坑に切られている。平面形は不整円形、大きさは上面170X153

cm、 底面133× 102cm、 深さ30cmを測る。壁は外傾 して立ちあがり、底面はほぼ平坦である。底面の中央北、南、

西側の三方に径25cmほ どの礫が平らな面を上にし、 3個認められた。礫の上面は遺構の底面より13cm上 で水平

になるようにすえてあった。埋積土は暗灰褐色土を主体 とし、やや締まる下層は砂を含む。遺物は土師器杯、

かわらけ、内耳土器が出土し、いずれも破片である。

71号土坑 (第28図、図版 7)

本跡はH-12グ リットに位置し、西側調査区外に延びている。また、37号土坑、75号土坑を切っている。平
面形は隅九方形と推定され、大きさは上面224cm、 底面124× 96c14、 深さ48calを 測る。壁は外傾 して立ちあが り

底面は九底気味であり、全体にすり鉢状を呈する。坦積土は灰色微砂。 l号溝と近似する。遺物は何 も出土 し

なかった。

72号土坑 (第27・ 30図、図版 7、 第 9表)

本跡はH-10グ リットに位置し、74号土坑に切られている。また、東に51号土坑が隣接する。平面形は隅丸
方形、大きさは上面153× 140cm、 底面135× 125cm、 深さ 6 cmを測る。壁はやや外傾 して立ちあが り、底面は平

-41-



＼

65 66 67 68号 土坑
1 灰褐色土 (締 まる、径 2～ 3 DIIt粗砂、径 l cmの 灰色土塊多く、炭化物着干含む)
2 灰褐色土 (1層 より黄色土塊多く、炭化物若干含む)
3 灰色土 (灰褐色土少量含む)
4 灰褐色土 (径 3～ 5 cm黄褐色土塊多く、炭化物若千含む)
5 茶掲色土 (締 まりなし、鉄分でやや赤化)
6 茶褐色土 (やや締まる、径 5～ 10m灰褐色土塊多量、炭化物若干、径 3 cm礫少量含む)
7 茶褐色土 (締まる、粗砂多く、炭化物ブロック状に含む)
8 赤褐色土 (締 まる、径02～ 0314礫少量含む、鉄分で赤化)
9 暗茶褐色土 (締 まりなし、径02～0341礫少量、炭化物若干、腐植土含む)

f

li
_294.l rn

10 茶掲色土 (締 まりなし、径 2～ 3 Du粗砂多く、炭化物若干含む)
11 暗茶掲色土 (締 まりなし、粗砂若干、径 5 mm黄褐色土、炭化物若干含む)
12 褐色砂 (茶褐色土塊少量、径 3～ 5 cl礫少量含む)
13 茶褐色土 (砂少量、径 2～ 4 cm礫若干含む)
14 暗茶褐色上 (締まりなし、粒子 8層 より少なく、腐植土多 く含む)
15 茶褐色土 (締 まりなし、径 3～ 5 cmの 礫、粗砂、炭化物少量含む)
16 茶掲色土 (締 まりなし、砂多く含む)
17 茶褐色土 (締 まりなし、礫多く、炭化物若干含む)
18 灰色土 (締まりなし、サビ痕多く、粗砂多量に含む)
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第26図 土坑 (9)
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坦である。埋積土は灰褐色土。遺物はかわらけ片 (76)が出土した。

73号土坑 (第27図、図版 7)

本跡はH-10グ リットに位置し、東側調査区外に延びている。また、74号土坑を切つている。平面形は隅丸
方形、大きさは上面174cm、 底面146cm、 深さ30cmを 測る。壁はほぼ垂直に立ちあがり、底面はほぼ平坦である。

埋積土は灰掲色土。遺物は何も出上しなかった。本跡中央埋積土中に礫が東西方向の直線に確認された。

74号土坑 (第 27・ 30図、図版 7・ 12・ 14・ 15、 第 9表 )

本跡はH-10グ リットに位置し、72号土坑を切 り、73号土坑に切られている。平面形は隅丸長方形、大きさ
は上面128× 315cm、 底面■5× 287cm、 深さは18～ 28cmを 測る。主軸方向は、N-13° ―E。 壁はほぼ垂直に立

ちあが り、底面は南から北に緩 く段をつけながら傾斜 している。底面の北側中央には大きさ上面63× 80硼、底

面50× 65cm、 深さ 6 cmの 円形の掘 り込みが認められた。埋積土は灰褐色土。遺物の出土状況は中央やや南より

の低面上からかわらけ 1点 (78)が正位の状態で出土した。

75号土坑 (第 27・ 30図、図版 7・ 14、 第 9表)

本跡はH-11・ 12グ リットに位置し、32号土坑・67号土坑・71号土坑に切られ、39号土坑を切つている。平
面形は長方形、大きさは上面130× 480cm、 底面113× 455cm、 深さ35硼 を測る。壁はほぼ垂直に立ちあがり、底

面は平坦である。埋積土は灰褐色土。遺物の出土状況は中央やや南よりの底面よりやや浮いた位置で、土師器

小皿 (80・ 81)の破片が出土した。遺構の南側には浅いシミ状の掘 り込みが認められたが、遺構には伴わない

ものと判断される。

76号土坑 (第 27図・31、 第 9表 )

本跡はH-12グ リットに位置し、29号土坑、71号土坑に切られている。遺構はこれらの遺構の調査を行った
後確認されたため、その形状は不明である。深さは 7 cmを測る。埋積土は茶褐色土。遺物は土師器小皿片が出

土したが、流れ込みと考えられる。

77号土坑 (第 20図 )

本跡はH-12グ リットに位置し、大部分が32号土坑に切られている。平面形は円形と推定され、深さは32cm
を測る。遺物は何も出土しなかった。

78号土坑 (第20図 )

本跡はG-6グ リットに位置し、22号土坑、24号土坑に切られ、確認したのは南壁際のほんの僅かであった。
平面形は、周辺の土坑から円形と推定される。遺物は何も出土しなかった。

79号土坑 (第 28・ 31図、図版 7・ 12、 第 9表)

本跡はH・ I-13・ 14グ リットに位置し、東側が、若干調査区外に延びている。また、56号土坑、69号土坑
を切 り、70号土坑に切られる。平面形は隅九方形で、大きさは上面380cm、 底面320× 290cm、 深さ20cmを 測る。

壁は外傾 して立ちあがり、底面はやや中央がくぼむ。埋積土は暗茶褐色土である。底面上、厚さ6～ 8 cmに炭

化物が堆積 し、中央には焼土が若干認められた。炭化物は厚さ数cmの炭化材を含むがほとんどは砕片となって

いる。遺物の出土状況は炭化物中よりかわらけ、土師器小皿片出土した。

80号土坑 (第 28・ 31図、図版 7・ 12、 第 9表 )

一-43-―
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75号土抗
1 灰褐色土 (締 まる、径 2～ 3 da粗砂、径 5～ 10nd淡褐色土塊多く含む)

72 73 74号土坑
1 灰褐色土 (やや締まる、粗砂多く含む、サビ痕でやや赤化 )
2 灰褐色土 (やや締まる、粗砂多量、径 l cH程 の淡褐色土塊少量含む)
3 灰褐色土 (やや締まる、粗砂多量、黄褐色土塊を含む)
4 灰褐色土 (やや締まる、粗砂多量、灰色微砂塊、災化物若干含む)
5 灰褐色土 (締 まる、粗砂多量、淡灰色砂多く含む)

第27図 土坑 (10)

一-44-一
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79号土坑
1 暗茶褐色土 (締 まりなし、黄掲色砂塊若干含む)
2 暗茶褐色土 (締 まりなし、径 2～ 5 cmの礫少量、炭化物若干含む)
3 暗茶掲色土 (締 まりなし、炭化物多量に含む)
4 暗茶褐色土 (締 まりなし、砂、径 2～ 3 rH礫少量、炭化物若干合む)
5 茶褐色土 (締 まりなし、径 2～ 3 dun粗砂少量、炭化物若干含む)
6 茶褐色土 (締 まりなし、灰色上、炭化物若干、径 l cm程 の黄褐色土塊含む)
7 暗茶褐色土 (締 まりなし、砂多量に含む)
8 灰褐色土 (やや締まる、粗砂、炭化物若干含む)
9 暗灰掲色土 (やや締まる、サビ痕若干含む)
10 暗茶褐色土 (砂を多く含む)
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71号土坑
1 灰色徴砂 (ソ フト、パウダー状 )
2 灰色微砂 (ソ フト、パウダー状、砂層を含む)
3 灰色微砂 (砂を含む、やや赤化)
4 灰色微砂 (1層 より粒子、砂多く、やや赤化)
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本跡は調査区の南、D-2グ リットに位置し、一部調査区外に延びている。また、 1号溝に切られている。

平面形は不整楕円形で、大きさは上面230× 72cm以上、底面158× 56cm、 深さ34cmを測る。壁はやや外傾 して立

ちあがり、底面はほぼ平坦である。埋積土は黒色土。遺物の出土状況は土師器杯・小皿、足高高台杯・皿の破

片などが埋積土中から出土したが、完存のものは認められなかった。また、弥生土器甕片は1号住居跡の遣物と

判断される。出土遺物から本跡は■世紀代と推測される。

遺 物
9は内底面を磨つて円盤状に加工している。90も 摩滅はしているが、円盤状に加工 したものと推定される。

41は 口辺部内面に判読不明のヘラ記号が認められる。54は硯の破片で、海の一部が認められる。石材は粘板岩、

重さは10gである。91は外面に黄灰色の降灰が認められる。16・ 78は 口辺部の円周約 1/4が底部付近までが三

日月状に欠けている。19・ 31・ 80・ 81は三日月状の破片である。両者の状況から、故意に害Jら れたものと推測

される。721よ内面に油煙が付着している。84は約 1/2を欠損している。中央に穿孔が認められる。491よ石鏃

で、石材は黒曜石、重さは lg未満である。

第 9表 土坑出土遺物観察表
番号 出上位置 種別 器種 寸法 (cm)

色  調 焼 成 土 器形・調整の特徴 備 考
□径 底径 器 高

1 4号土坑 常滑・甕 10R4/4 不良 石英砂

2 5号土抗 上師器・碗 5YR6/6 良 普 通

3 9号土坑 籠泉窯系 青磁碗 中国

4 13号土坑 土器・かわらけ 5YR6/6 普通 微砂、金雲母

5 13号土坑 土器 ,かわらけ 5YR6/6 良 普通

6 13号土坑
龍泉窯系・青磁錦蓮弁
文碗

中国 14世紀

7 13号土坑 土器 かわらけ 25YR6/6 普通 微砂、金雲母

8 13号土坑 幸溝焼  薬味悟鉢
9 14号 土坑 土師器・刀ヽ 皿 5YR4/6 良 金雲母多 V 底部糸切り

16号土坑 土器 かわらけ 5YR6/6 良 金雲母少量

16号土坑 土器 かわらけ 5YR5/6 良 釜雲母少量

21号土抗 美濃焼 鉄釉小杯
大窯Ⅳ期
(1580～ 1585年 )

22号土坑 縄文 五領ケ台 7 5YR3/3 良 雲母若干

22号土坑 土師器・杯 5YR4/3 良 普通 古墳

22号i坑 土器  かわ らけ 5YR6/6 良 令雲母少量

23号土坑 土器 かわらけ 5YR5/4 良 石英砂・金雲母少量 底部糸切り

25号土坑 土器 かわらけ 5YR3/1 良 石英砂 底部糸切り

25号土坑 瀬戸焼・灰釉卸皿 古瀬戸後期 (15世紀)

25号土抗 土器 。かわ らけ 128 5YR6/4 良 石央秒  金雲 母少量

29号土坑 土師器・ガヽ皿 5YR4/4 良 金雲母多量

31号土坑 土師器・月ヽ皿 5YR4/6 良 金雲母多量

31号土坑 銭 元祐通宝 (1086)

31号土坑 銭 元豊通宝 (1078)

31号土坑 銭
延寧通宝 (1454)
ベトナム銭

31号上坑 銭 開元通宝 (621)

31号土坑 銭 永楽通宝 (1408)

31号土坑 銭

32号土坑 土師器 打ヽ皿 5YR4/4 良 金雲母多量

32号土抗 土器  かわ らけ 25YR5/6 良 金雲母少量

32号土坑 土器  かわ ら す 5YR7/4 農 石英砂

34号土坑 土器 かわらけ 3 2 5YR6/6 里 石英砂、金雲母少量 底部糸切り

36号土坑 土器・かわらけ 7 5YR7/4 良 金雲母若干

36号土坑 銭 治平通宝 (1064)

37号土坑 土師器  イヽ 皿 7 5YR6/6 やや甘ヤ 石英砂、金雲母少量

37号土坑 美濃焼・鉄釉天目茶碗
大窯前期
(1490～ 1570年頃)

38号土坑 土器・かわ らけ 5YR6/6 貞 釜雲母少量

38号土坑 土器・内耳土器 7 5YR5/4 良 細砂多畳

38号土坑 土器 悟鉢 10YR6/3 良 細かい金雲母若干

39号土坑 猿投灰釉陶器

42号土坑 土師器  郭 25YR5/6 良 金雲母少量、赤色粒

44号土坑 土器 かヽわらけ 122 5YR5/6 良
石英砂、金雲母多く
含む

口辺部内面にヘラ記号

44号土坑 土器・かわらけ 5YR6/6 良
石英砂、金雲母多く
含む
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番号 出上位置 種別 器種
寸法 (cm)

色  調 焼 成 胎 土 器形 調整の特徴 備 考
口径 底径 器 高

44号土坑 銭 嘉祐元宝
44,子三Ltlll 銭 開元通宝 (621)

44号土坑 銭 治平元宝

44号土坑 銭 嘉祐通宝
44号土坑 銭 元符謳宰 098)

44号土坑 銭 元祐通宝

45号土坑 石 鏃

47号土坑 土師器 5YR3/1 良 細砂多量
外面斜めケズリ、内面斜
めナデ

49サ土坑 土器 。かわ らけ 5YR6/6 良 金雲母少量
50号土坑 常滑・甕 2 5YR5/6 不 良

50号土坑 土器・かわらけ 7 5YR7/4 やや甘ヽ 金雲母若千、赤色粒

土 坑 租

土 坑 N8/0 良 蜜 O-53形式、10世紀
56号土坑 土器・かわらけ 5YR5/6 良 金雲母微 畳

56号土坑 土師器・小皿 良 金雲母多い

58号土坑 常滑  悟鉢 10R5/6 不良

59号土坑 土器  かわ らけ 5YR6/6 良 金雲母・赤色粒若干
59号土坑 龍泉窯系 。青磁盤 良 白色 、黒色微 粒 中国 14世紀
59号土坑 土師器 7 5YR6/4 良 金雲母若干

60サ土坑 土器・ 内耳土器 7 5YR4/4 良 石英、粗い

60号土坑 土師器・足高高台 5YR4/4 良 金雲母多量
61号土坑 白磁皿 中 国

64号土坑 土器・かわらけ 7.5YR7/3 やや甘し
石英砂、金雲母多く
含む

66号土抗 弥生・壼 N3/0 良 粗砂を多く含む
外面縦ハケ後ナデ、内面
積ハケ

67号土坑 銭 元□通宝

67号土坑 銭 洪武通宝 (1368)

68号土抗
龍泉窯系・青磁劃花文
碗 中国 13世紀

68号土坑 土器 内耳土器 7 5YR3/1 良
石英砂を含み、やや
粗い

69号土抗 土器 。かわらけ 7 5YR7/4 良 金雲母若千

70号土坑 ■器 。かわらけ 25YR5/6 良 金雲母若千 口辺ξb内面 に油煙付着

70サ土坑 5RP2/1 良 緻密

70号土坑 土師器・邦 25YR4/4 やや良 金雲母多量
70号土坑 土器 内耳土器 5YR4/3 良 やや粗し

土 坑 土器 ・かわ ら 7 5YR4/2 良 金雲母若干 底部糸切 り

77 土 坑 土器  かわ ら 4 7 5YR7/4 良 金雲母微量 底部糸切り
74号土坑 土器 かわら 5YR6/6 良 石英砂 、今雲母少昌

74号土坑 土器 かわら ナ 5YR6/4 良 微 砂

74号土坑 土器・か わ ら 7 5YR7/4 良 金雲母微量
74号土坑 土器  か わ ら 7 5YR7/4 良 微砂

74号土坑 土器・かわら 2 5YR6/6 良 金雲母若千

74号十坑 美濃焼・灰釉碗 古 瀬戸後 期 (15世足 )

74号土坑 磨製石鏃

75号土坑 土 師器・小 皿 2 5YR6/6 良 金雲母多量 底部糸切り
75号土坑 土師器・小皿 7.5YR4/3 罠 金雲母多量

75号土坑 土師器 杯 5YR4/6 良 金雲母多量 底部糸切 り

75号土坑 土師器・小 皿 5YR4/4 良 金雲母多量 底部糸切り
75号土坑 土器・かわらけ 2 5YR5/6 良 金雲母若干
75号土坑 土師器・小皿 7 5YR5/4 やや不良 金雲母多量

75号土坑 官 滑 ・ 幸 貞

76号土坑 土師器 ・ガヽ 皿 4 25YR4/6 良 金雲母多量 底都糸切り
79号土坑 土器・かわらけ 5YR6/6 良 金雲母微量
79号土坑 土師器・小皿 25YR4/4 金雲母やや多 ψ

79号土坑 土師器 皿 7.5YR17/1 良
lmlnほ どの金雲母多
しヽ 底部糸切り

80号土坑 土師器・芥 5YR4/6 良 金雲母多量
80号土坑 土師器・郭 5YR4/4 良 金雲母多量 底部糸切 り

80号土抗 2 5YR4/6 良 金雲母多量
80号土坑 土師器  郭 5 5YR4/4 良 金雲母多量
80号土坑 土師器・小皿 5YR4/6 良 金雲母多量
80号土坑 土師器・小皿 5YR4/6 良 細 か な金雲母多量 底部系切 り

土坑 土師器  小皿 2.5YR4/6 良 金雲母多量
土坑 土師器 ・月ヽ 皿 5 5YR4/4 良 金雲母多量

80号土坑 土師器 足高高台杯 7 5YR4/6 良 金雲母多量

80号土坑 土師器・足高高台杯 5YR4/6 やや不良
粗い赤色粒、金雲母
多い

80号土坑 土師器  足高高台不 9 5YR4/6 良 金雲母多量
80号土坑 土師器 足高高台皿 5YR4/6 良 金雲母多量

80号土坑 弥生・重 25YR5/6 普通 外面ハ ケ ロ、内面 ミガキ
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第31図 土坑出土遺物 (3)
c.溝状遺構

1号滞 (第 32～ 35図、図版 8。 13～ 15、 第10表 )

本跡はA～ G-1・ 2グ リットに位置する。A-2グ リットでは東西方向の溝が北に向きを変え調査区外に、

G-1グリットから東へ調査区外に延びている。溝は2号溝、80号土坑、1号住居跡などを切 り、54。 55号土坑に

切られている。断面はA～ C-2グ リットでは底面が平坦な箱薬研状をし、C-2グ リットから東ではU字状

をし、その間に段が認められ、東から西に向かって傾斜している。溝の大きさは上幅40～ 170cm、 下幅25～ 45cm、

深さは中央より西側が50～ 72.5cm、 東側が10～ 42.2cmを測る。埋積土は灰白色砂を主体にしている。遺物の出土

状況はA-2グ リットの埋積土中位から青磁片、B-2グ リットの埋積土中位からかわらけ2イ団体 (7・ 8)、

D-2グ リットの埋積土中位から内耳土器 (15)の破片が出土した。また、銅製品の細片が出土しているが、

溝を切って土坑が掘られていることから、銅製品は土坑に埋納された銅銭の破片とも考えられる。

遣物は 1～ 3が土師器杯・小皿、 4～ 6が足高高台杯、 7～ 9がかわらけ、10～ 17・ 23が内耳土器、18が土

釜。201よ美濃焼・大皿、21は龍泉窯系 。青磁盤、221よ灰釉 。長頚壷、19は在地産の情鉢、24～ 26は縄文、281ま

凹石、29は石皿である。 7・ 8は重なって出土し、 7の外面、 8の内面に多量の油煙が付着している。18は耳

の部分が剥離し、接合痕が認められる。211ま高台から底部が遺存しており、文様等は認められなかった。27は 、

先端を欠損 し、石材は黒曜石、重さは lg未満。28は、石材は花尚岩、重さは637g。 29は、上面に楕円形の磨 り

面が認められ、石材は花筒岩、重さは2.6kg。
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1号溝Aセクシヨン

1 表土
2 暗茶褐色土 (締まりなし、径 2～ 3111粗砂多く、炭化物少量含む)
3 暗灰褐色土 (粘性強い、径 2～ 4 ta礫多く、径10～ 30cmの礫を含む)
4 灰褐色土 (やや締まる、径 2～ 5 1ol粗砂多量、炭化物微量、サビ痕少量含む)
5 暗茶褐色土 (粘性強い、径 2～ 4 nd礫多く、費掲色砂含む)
6.灰褐色土 (締まりなし、径 2～ 3m粗少量、淡褐色土多く含む)
7 灰褐色土 (締まりなし、径 2～ 3 nu粗砂若千、径10～ 204H淡褐色土塊多量、黒色土少量含む)
3 灰褐色土 (やや粘性、径 2～ 61B粗砂多く、黒色土含む)
9 灰褐色土 (やや粘性、径 2～ 5 dal粗少量、黄褐色砂多量に合む)
10 黒色土 (やや粘性、径 2～ 3函粗砂少量含む)
m 灰褐色土 (粗砂少量、径 3～ 5 cln黄褐色砂多く含む)
12 灰褐色土 (締まる、径 2～ 3m粗砂多量に含む)
13 灰褐色土 (締まる、粗砂多量、炭化物少量含む)

1号溝Bセ クシヨン

1 黒色土 (締 まりなし、径 3～ 4a」 白色粒少量含む)
2 暗灰褐色土 (径 3～ 4 aI白 色粒少量、炭化物、径1011灰色砂、黒色土塊少量含む)
3 暗灰掲色土 (締まりなし、径 3～ 7 ma自 色粒多く、赤色粒少量含む)
4 暗灰褐色土 (ややソフト、径 3～ 4m白色粒、自色砂少量合む)
5 暗灰褐色土 (径 3伽自色砂塊含む)
6 灰褐色土 (砂質、自色砂多く含む)
7 灰色土 (粘性強い、微砂少量含む)
8 黒色土 (粘性なし、径 3～ 411白 色粒多く、炭化物少量含む)
9 暗灰掲色土 (粘性なし、径 3～ 5m礫少量、サビ痕少量含む)

1号溝Cセ クション

1 灰色土 (粘性なし、径 2～ 3 anl粗砂多く、微砂含む)
2 暗褐色土 (粘性なし、径 3～ 511礫多く、炭化物少量含む)
3 灰自色砂 (パ ウダー状)
4 灰色土 (粘性ややあり、サビ若干、径 3～ 411礫少量含む)
5 灰色土 (粘性なし、 4層 に比べやや明るい)
6 灰褐色土 (粘性強い、炭化物、サビ若干含む)
7 灰白色砂 (径 3 cln灰 色粘性土塊少量含む)
3 灰色土 (粘性なし、灰自色砂多く、炭化物若干含む)
9 灰色土 (やや粘性あり、砂少量含む)
10 灰色砂 (径 02～ 1 5 daの砂 )
11 黒色土 (径 2 HH自 色粒、炭化物少量含む)
12 暗灰褐色土 (径 2 mH白 色粒多く、径10cln淡褐色土塊を含む)

第33図  1・ 2号溝セクション

Eオ

2m

1号溝Dセクション

1 暗褐色土 (粘性なし)
2 灰色土 (パウダー状、微砂を多く含む)
3 暗灰褐色土 (白 色粒少量、黒色土含む)
4 黒色土 (粗い、径 2al自 色粒多く、黒色土含む)
5 黒色土 (灰褐色土粘性土塊多く含む)
6 黒色土 (ツ フト、粒子少ない)

1号溝Eセクション
l Cセ クション2層 に対応する
2 Cセ クション7層 に対応する
3 Cセ クシヨン9層 に対応する
4 暗灰褐色土 (径 2～ 3 aJ自 色砂少量含む)
5 暗灰褐色上 (径 10am淡褐色土塊多く含む)

1号溝Fセ クション

1 表土
2 暗茶褐色土 (締まりなし、径 2～ 3m粗砂多く、炭化物少量含む)
3 灰褐色土 (砂質、径 2～ 3 Dm粗砂少量含む)
4 淡灰褐色土 (パ ウダー状)
5 灰褐色土 (粘性強い、径 1～ 2 aa粗砂、微砂少量含む)
6 暗灰褐色土 (やや粘性、径 1～ 51m粗砂少量含む)
7 灰褐色土 (やや粘性、淡褐色土多く含む)
8 黒色土 (径 1～ 3D」 4粗砂少量含む)
9 茶褐色土 (やや締まる、径05～ l am白 色粒、径 1～ 31m粗砂少量含む)
10 茶褐色土 (径 1～ 24H粗砂少量含む)
H 茶褐色土 (10層 よりやや多い)
12 暗茶褐色土 (径 1～ 2m粗砂少量、径 5 ctl程 の礫を含む)
13 暗茶褐色土 (やや粘性、径 5 cm黄褐色砂塊含む)
14 黒色土 (やや粘性、径 1～ 2 HJ粗砂少量、炭化物若干含む)
1ど  (14層 との間にサビ痕含む)
15 灰褐色土 (締まる、径10ca淡黄褐色土塊、黒色上、径 1～ 2 tal粗砂少量含む)
16 暗灰褐色土 (粘性強い、径 2～ 4 ml礫多く、径10～ 30山の礫を含む)
17 暗灰褐色土 (粘性強い、径 2～ 4 al礫多く、責褐色砂含b)
18 茶褐色土 (やや粘性、径05～ l ml白 色砂極少量、炭化物少量、黒色土を含む)
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第35図  1号溝出土遺物 (2)
2号溝 (第36～ 38図、図版13・ 14、 第■表)

本跡はA～ G-1・ 2グ リットに位置する。 1号溝と同様にA-2グ リットから北へ、G-1グ リットから

東へ調査区外に延びている。A～ C-2グ リットでは 1号溝に切られているため形状は判断できないが、D～

F-1・ 2グ リットでは断面U字状をしていた。溝の大きさは上幅110～ 200cm、 下幅45cm、 深さ42～ 70cmを 測

る。埋積土は灰褐色土である。E-1グ リットではわずかに焼上が認められる。遺物は、F-1グ リットから

土師器杯 (1)の完形品が出土した。出上位置から2号溝に含めたものの出土層位は確認面上の包含層に近い位

置から出土 している。また、土師器邦、足高高台杯の破片が 1号溝との重複部分を除く溝全体 より出土し、特

にA-2グ リットのコーナー付近の埋積土下層より多量に出上した。弥生土器 (44)は その出上位置から、 1

号住居跡のものと考えられる。

遺物は、 1～ 3・ 5が土師器杯、 6～ 19は土師器小皿、21～ 33は土師器足高高台杯、34～ 40は土師器足高高

台小皿、411よ弥生土器高杯、42は土師器杯、431ま土師器甕、44は弥生土器壷、45は土師器重、46。 471よ灰釉陶

器長頚壷、48～ 51は縄文、52は石皿である。 2,3・ 5。 9・ 12・ 21～ 28の内底面にロクロ水引きの痕跡認め

られる。20は 15世紀後半。21は底部中央に穿孔が認められる。32・ 33は高台部の剥離の跡に糸切 り痕が認めら

れる。46は内外面に緑灰色の降灰が認められる。47は外面に緑色の釉垂れが認められ、焼台が付着している。

内面に緑灰色の降仄が認められる。481ま 山形に区画し、格子目の集合沈線文が施されている。49～ 51は地文縄

文。52は大型の石皿、石材は花商岩、重さは3.6kg。 表面が熟を受け剥離している。

3号溝 (第39図、図版8、 第12表 )

本跡はF-4・ 5グリットに位置し、45号土坑を切っている。逆U字状の半分ほどが確認され、F-5グ リッ

トで調査区外に延びている。F-4グ リットでは2号住居跡と重複し、確認できなかった。断面 U字状をし、大

きさは上幅37～ 50cm、 深さ8～ 12.4cmを測る。埋積土は茶掲色土。

遺物は 1・ 2が縄文土器 (五領ケ台式)である。 1は頚部に斜めの集合沈線文が施され、 2は縦の沈線によ

り区画され、地文に縄文が施される。遺物は付近に 1号土坑があるため、埋積土に混じつたものと考えられる。

その為、本遺構の時期を特定することが難しい。

4号溝 (第40図、図版 8、 第13表 )

本跡はG-7・ 8グリットに位置し、13・ 18・ 48号土坑を切つている。南北5。7m、 幅75cmを確認し、深さ10
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第10表  1号溝出土遺物観察表
器形・調整の特徴

土器 かわらけ

黒雲母、金雲母

第11表  2号溝出土遺物観察表
器形 調整の特徴

長石、金雲母微量
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番号 出上位置 種別・器種
寸法 (cm)

色 調 焼 成 胎    土 器形・調整の特徴 備   考
口径 底径 器高

l 縄文・五領ケ台 5YR4/6 良 粗砂

2 縄文・五領ケ台 7.5YR3/4 良 粗砂、金雲母微量

第13表  4号溝出土遺物観察表

番号 出上位置 種別・器種
寸法 (cm)

色 調 焼  成 胎   土 器形・調整の特徴 備   考
口径 底径 器高

l 土器・かわらけ 2.5YR6/6 良 金雲母少量

2 土器 かわらけ 5YR5/6 良 金雲母少量

3 土器・かわらけ 5YR5/6 不貞 金雲母微量

土器・糟鉢 7.5YR7/4 史 金雲母微量
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～16.6cmを測る。断面台形を呈し、埋積土は灰褐色上であった。遺物はかわらけ片、橋鉢片が出上している。本

遺構は他の溝 と違い、南北方向に認められ、検出した以上には延びないことを確認した。また、埋積上が耕作

土と近似 していることから、撹乱の可能性もある。

遺物は 1～ 3がかわらけ、 4が在地産の橋鉢である。

5号溝 (第41図、図版 8、 第14表)

本跡はG・ H-8グ リットに位置している。東西方向の溝が検出され、東・西は調査区外に延びている。確

認面では集中する礫が溝状に検出され、それを掘 り下げると断面U字状をし、大きさは上幅55～■5cm、 深さ20

～27cmを 測る溝が現れた。埋積土は多量の大小の礫で充満した茶褐色上である。遺物は大小の礫の間からかわ

らけ、内耳土器、常滑・甕などの破片が出土 した。溝は礫の出土状況から溝の機能が失われた後、礫によつて

埋められたものと考えられ、遺物はそのときに混じりこんだものと推祭される。溝の時期は、出土遺物から15

世紀後半には埋め戻されたと考えられ、その存続時期はそれ以前と考えられる。

1は土師器杯、 2～ 6はかわらけ、 7は内耳土器、 8は瓦器質の鉢、 9～ 11は常滑である。 9は内外面に暗

緑色の降灰が認められる。

6号溝 (第42図、図版 8。 13・ 14、 第15表)

本跡はF・ G-5グ リットに位置している。やや蛇行する東西方向の溝で、東・西は調査区外に廷びている。

断面U字状をし、上幅53～ 90cm、 深さ4.5～ 6.6cmを測る。埋積土は砂である。図示した遺物の 1・ 6はその出土

位置から5号集石遺構の可能性がある。溝は埋積上が砂であったことから河川の氾濫によって埋没した可能性も

考えられるが、他に同様の埋積土を伴う遺構が確認されていないことから、 5号溝と同様に埋められた可能性

がある。溝の時期は周囲の状況から15世紀と考えられる。

遺物は、 1～ 4がかわらけ、 5が常滑、 6は在地産の情鉢である。 1は内面に漆が塗布されている。

第14表  5号溝出土遺物観察表

第15表  6号清出土遺物観察表

番号 出上位置 種別 器種
寸法 (cm)

色 調 焼 成 胎   土 器形 。調整の特徴 備   考
口径 底径 器高

1 土師器・不 5YR5/6 良 金雲母少量

2 土器・かわらけ 7.5YR7/4 良 微砂

3 土器 。かわらけ 5YR6/6 良 金雲母少量

4 土器・かわらけ 5YR7/4 良 金雲母微量

5 土器 'かわらけ 5YR7/3 良 金雲母若千

6 土器 かわらけ 7 5YR5/4 良 金雲母少量

7 土器・内耳土器 5YR5/4 良 粗砂

8 瓦器質・鉢 7.5YR3/1 良 細砂

9 常滑・養 10YR2/1 良

常滑・奏 7 5YR4/2 良

常滑・甕 2.5YR2/4 良

番号 出上位置 種別・器種
寸法

色 調 焼 成 胎   土 器形・調整の特徴 備   考
口径 底径 器高

l 土器・かわらけ 7.5YR6/3 良 金雲母微量 底部糸切り 内面に漆が塗布される。

土器・かわらけ 5YR6/6 良 金雲母微量

土器。かわらけ 7 5YR7/4 良 金雲母、赤色粒微量

土器・かわらけ 5YR7/6 良 金雲母微量

5 常滑 甕 5YR3/3 良 良

6 土器・悟鉢 N3/0 良 細砂、金雲母微量
口辺部横ナデ、横ナデ、
体部外面指頭圧痕

7 不明鉄製品

―-60-―
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d.集石遺構
1号集石遺構 (第43図、図版 9・ 12・ 14、 第16表 )

本跡はG-7グ リットに位置し、西側が調査区外に延び、 4号溝に切られている。また、南東に18号土坑、

南に13号土坑が隣接する。平面形は不整円形、大きさは上面290cm、 底面276cm、 深さ18cmを測る。壁は外傾し

て立ちあが り、底面はほぼ平坦である。埋積土は茶褐色土。中央より南にかけて礫が集中する。礫は乱雑に積

まれている。礫の直上まで耕作が及び、また、礫が調査区外に延びているため全様は不明である。埋積土は茶

褐色土。遺物の出土状況は礫群からやや南東側の底面より上釜 (6)の破片が潰れた状態で出上した。また、そ

の下位より青磁片 (10)が出土した。

遺物は 1～ 5がかわらけ、 6・ 7は土釜、 8は内耳土器、 9は常滑、101よ龍泉窯系 。青磁鏑連弁文碗、11は

土師器杯である。 6は把手が一対と考えられ、中央に外側から破砕 した痕跡が認められる。 7は外面が熟を受

け剥離している。 9は外面に一部緑仄色の降灰が認められる。11は南に隣接する5号住居跡のものと判断される。

12は鉄淳。

2号集石造構 (第44図、図版 9。 12・ 15、 第17表 )

本跡はG-9,10グ リットに位置し、西側調査区外に延びている。また、東に64号土坑が隣接する。平面形
は不整形、大きさは南北428cm、 東西190cmを 確認し、深さ18cmを測る。壁はほぼ垂直に立ちあがり、底面はや

や凹凸が認められる。埋積土は暗灰褐色土。遣構は礫層を掘 り込んでおり、内部から多量の礫が出土した。礫

は整然と配されたものではなく雑然とした状態であった。遺物は約1/2イ団体の香炉 (6)、 内耳土器の破片 (5)

が埋積土中位から出土した。遺構は礫の分布の薄い部分が認められることや土娠墓からの出上の可能性の強い

遺物 (香炉)が出上したことなどから複数の上坑が重複している可能性も考えられる。

遺物は、 1～ 4がかわらけ、 5は内耳土器、 6は香炉である。 6は 1足が遺存し、 1足が剥離している。つ

ごう3足 と考えられる。 7は砥石で四面が使用されている。石材は凝灰岩、重さは185g。

3号集石遺構 (第45図、図版14、 第18表 )

本跡はH-13・ 14グ リットに位置し、西側調査区外に延びている。確認面より掘り込みをもって、礫が多く

認められたが掘り込みの形状は不明である。深さは30cmを測る。埋積土は暗茶褐色土である。大小の礫が多く

認められたが、纏まりは見うけられなかった。遺物はかわらけ、常滑・甕の破片が出上した。

遺物は 1がかわらけ、2が常滑である。 2は外面に深緑色の釉薬が掛つている。

第16表  1号集石遺構出土遺物観察表
番号 出上位置 種別 器種

□ 符
色 調 焼  成 胎    土 器形 調整の特徴 備   考

十 かわら 7 5YH7/4 序
=K素
切 り

タ かわら 21 Y民6/6  1
3 71

かわら | 5YR7/8  1
5 すかわらtす
6 母雑 号  石 革秒 猟 而 下作 ケス

',、
内 南ナデ 外 南 よ り冊 福

7 母

8 ■ 器 5 Y lt5/6

9 5YR3/1
記
す
雫 糸 ・ 言 悦 蜘 遅 升 中国 14世紀

土師器 ,不 7 5YR3/2 良 雲母
口辺部ナデ、体郡ケスリ
内而ミガキ

第17表  2号集石遺構出土遺物観察表
呑号 出上位置 種別 器種

rm)
色 調 焼 成 胎   土 器形・調整の特徴 備    考

□ 符

4 YR6/6 不良 医部 系切 り

わら↓十 17 VPA/A 也

わら1■ 6 :廿微 三 吹 司〕木 切 ワ

わら1■ !7/3 底部板状圧返二_____
5 二 十恭 5YR7/4 細 ′

6 土器 香炉 7 5YR7/3 良 金雲母微量
底部糸切り、3箇所に足を
目古リイ十↓キス

7 砒 肩 lR5 o

―-62-―
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第18表  3号集石遺構出土遺物観察表

番号 出上位置 種別 器種
寸法 (cln)

色  調 焼 成 胎   土 器形 調整の特徴 備   考
口径 底径 器高

l 土器・かわらけ 7.5YR7/4 良 細砂

2 常滑・養 良

―-64-一
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第19表

番号 出土位置 種別 器種
□

イム (伽 ,
色  調 焼 成 胎    土 器形・調整の特徴 備   考

底径 1器高
55 1 45 2 5Ylt4/6 属 ¬

`系

切 り

YR3/3
5 Ylt2/3

5YR3/2
lnl nほ どの

辰 罰∫系切 り

5

辰∃∫系切 り

7

内 互

9 十 繋 内 百 雲せ 少 三

0 十 繋 内 耳 [4/J tt   l
常滑 甕 5VR2/R 良   |
痛 滑 辰 紬 陶

3 N1/∩ 息 クト圃ダダキ
鋳
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4号集石遺構 (第 46図、図版 9。 12・ 14・ 15、 第19・ 24表 )

本跡はG・ H-11グ リットに位置している。礫が集中し西側に延びているが、掘 り込みを確認することはで

きなかった。また、礫の上面まで耕作が及んでいた。礫は210× 120硼の範囲に乱雑に認められた。遺物は、礫

の底面のレベルから土師器柱状高台杯、内耳土器が出土し、やや離れて銭 (永楽通宝)が出上した。遺物は遺

構内の出土遺物に比べ酸化上が付着 したものが多 く認められた。本遺構は掘 り込みの認められないことや、遺

物の出土状況に不自然な点があるため、遺構とは判断しがたい。

遺物は、 1は土師器14X、 2～ 4は土師器小皿、 5は足高高台小皿、 6。 7は柱状高台皿、 8～ 10は 内耳土器、

11は常滑、12は猿投、13は須恵器、14は銭である。 8,9は 同一個体である。11は 口辺部内面に緑灰色の降灰

が認められる。12の 内面に緑色の釉が認められる。13は割れ口の一面が磨れている。

5号集石遺構 (第 47図、図版 9)

本跡はF-5'6グ リットに位置し、礫が集中して確認され、西側調査区外に延びているのを確認した。ま

た、6号溝と切 り合っている。掘 り込みは2段に掘 りこまれ、上面は不整方形をし、下段は隅九方形をしている。

大きさは上面285× ■2cmを確認し、下段は120× 48cmを 確認した。上段の深さは12cm、 下段の深さは12calを 測

る。礫は下段を中心に広が り、部分的に積み重ねられた部分も認められた。埋積土は灰褐色土である。遺物の

出土状況は礫の周囲の上段から出土している。

6号集石遺構 (第 48図、図版 9。 12、 第20表 )

本跡はG-5グ リットに位置 している。礫が若千集中している。

みを確認 した。平面形は不整円形と推測され、大きさは計測不能。

遺物の出土状況は 6号溝の調査区壁で土金が出土した。土釜 (4)

れることから同種の遣構と判断した。

遺物は、 1・ 3は土師器皿、2はかわらけ、4は土釜、5は砥石である。4は把手が一対と考えられ、把手の位

置に接合痕が認められる。51よ 3面が使用され、石材は頁岩、重さは4gで ある。

5.遺構外出土遺物 (第 49～54図 )

1号溝確認面出土遺物 (第49・ 50図、図版15、 第21表 )

遺物については遺構確認作業のためサブトレンチの掘削を行った際の遺物が含まれている。そのため、12～

26は 2号溝に含まれる確率が高 く、27・ 441よ土壊墓の遺物の可能性がある。 l～ 7は縄文土器で、 1・ 2・ 5・

7は五領ヶ台式上器である。 8・ ■は古墳時代の土師器杯、須恵器である。12は土師器郭、13～ 15。 28は土師

器皿、16～ 261よ土師器足高高台杯・皿である。27・ 29・ 30はかわらけ。27は完形品でロクロ整形、口縁部は棒

状の工具によリナデが行われている。32～ 36は 内耳土器。33は耳の部分がわずかに認められる。32は直立する

タイプで33～ 36はやや外傾するタイプである。321よ 16世紀、他は15世紀。37・ 38は在地産の情鉢である。39・

40は陶器。40は渥美焼、灰緑色の降灰が掛る。39は越前焼の可能性がある。深緑色の釉。42・ 43は薄片、441よ

硯、45は打製石斧、46～ 48は磨 り石、49は石皿である。42・ 43は 黒曜石でともに lg未満である。44は硯の縁

から岡までが遺存 し、石材は輝緑凝灰岩、重さは21g。 45は 重さ94g。 46は一面に磨 り面が認められ、石材は

少岩、重さは109g。 47は花筒岩、重さは171g。 48は先端を欠損 し、一部磨 り面が認められ、石材は安山岩、重

さは297g。 49は花聞岩、重さは421g。 501よ鎌状の鉄製品、右端が内側に折れ曲がる。

グリット出土遺物 (第51～53図、図版14。 15、 第22表 )

23,24は土師器小皿、25。 26は足高高台皿、27は柱状高台皿である。24～ 26イよ表面剥離している。 9～ 11・

21・ 46はかわらけ。 6・ 14～ 16・ 29・ 48～ 50は在地産の悟鉢である。15は害1れ口が磨れており、砥石として再

6号溝と切 り合い、溝の南側に浅い掘 り込

深さは4.5cmを 測る。埋積土は淡茶褐色土。

は 1号集石でも出土し、同様に礫が認めら
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第47図  5号集石遺構

5号集石遺構
1 黒色土 (耕作土 )
2 灰色土 (締 まりなし、径 3～ 5111粗砂少量含む)
3 赤褐色土 (締 まりなし、灰色上が鉄分により赤化する、

径 2～ 3m礫多く含む)
4 赤掲色土 (締 まりなし、砂多く含む)
5 灰色土 (やや赤化、砂礫塊含む)
6 灰掲色土 (締まりなし、径 2～ 3m礫少量含む)
7 淡褐色土 (ソ フト、径 3・ul黒色土塊含む)
8 灰色砂 (灰色土若干含む)
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6号集石遺構・出土遺物

第20表 6号集石遺構出土遺物観察表

番号 出上位置 種別・器種
寸法 (cln)

色 調 焼 成 胎 土 器形・調整の特徴 備 考
口径 底径 器高

1 土師器・皿 5YR7/6 良 微砂 底部糸切り

2 土器 。かわらけ 5YR6/4 良 石英砂 底部糸切り

3 土師器・皿 5YR4/4 良 金雲母多い 底部糸切り

4 土 器 土釜 2.5YR6/6 良 細砂、金雲母微量
回辺部横ナデ、体部内面
ナデ

砥石

―-67-―
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利用されたものかと推測される。29は片口が認められる。 4・ 7・ 8・ 17・ 18・

17は内面に耳を持つと推定される。 1・ 13・ 40・ 42・ 43は美濃、12・ 41は瀬戸、

０

　

５

０
υ 35。 47は内耳土器である。

。37イよ年寺漸降、 19。 20・ 321よ

肥前系である。 5は外面に淡緑色の釉が認められる。12は見込に円形の無釉がある。13は見込に菊花文の押印

が認められる。31・ 33は貿易陶磁である。36は須恵器。内面に緑灰色の降灰が認められる。38、 51～ 57は瓦質

の火鉢で、同一個体と推定される。 3・ 44・ 45は縄文。 3は諸磯、44は撚糸文系。59。 601よ打製石斧である。

59は ホルンフェルス、重さは59g。 60は刃部を欠損し、石材は花商岩、重さは197g。 61は聾状の鉄製品、左端は

刃部を形成するものか曲がっている。ただし、錆が付着ししており現状では判断がつきにくい。62は棒状の鉄

製品、中央に鍔状の突起が認められるが、刃部は認められない。63、 64は 同一個体で、釘である。断面方形で、

頭部が平坦に曲げられている。

第21表  1号溝確認面出土遺物観察表

番号 出土位置 種別 器種
寸法 (cm)

色  調 焼  成 胎 土 器形 調整の特徴 備 考
口径 底径 器高

1 A 縄文 五領ケ台 5YR5/4 良 黒雲母、粗砂少量

2 E 縄文 五領ケ台 25YR4/4 良 黒雲母

F 縄文 5YR5/4 良 黒雲母

4 縄文 7 5YR6/4 良 黒雲母

A 縄文・五領ケ台 5YR4/4 良 黒雲母

A 縄 文 5YR7/4 良 石英、黒雲母

7 F 縄文 五領ケ台 5YR4/4 良 黒雲母

E 須恵器 5B5/1 良 粗砂少量、白色粒 クト面ケズリ 古墳時代

B 土師器 郭 2 5YR4/6 良 金雲母少量、細砂

B 土師器 小皿 5YR6/6 良 金雲母少量 内面に媒付着

B 土師器 イ N2/0 良 微砂 古墳時代

B 土師器・不 5 25YR5/6 不 良 粗い、石英、金雲母 10世紀後半

B 土師器・小皿 5YR4/4 良 金雲母、礫少量

B 土師器 小皿 7.5YR4/3 良 金雲母多量

E 土師器 小皿 5YR4/6 良 金雲母多量

C 土師器 足高高台ネ 25YR4/6 良 金雲母多量

C 土師器 足高高台杯 5YR4/4 良 金雲母多量

B 土師器・足高高台林 5YR5/6 良 金雲母多量

A 土師器・足高高台杯 2 5YR4/6 良 金雲母多量

E 土師器 足高高台不 5YR5/6 良 金雲母多量

D 土師器 足高高台 5YR4/6 良 金雲母多量

B 土師器 。足高高台 5YR5/6 良 金雲母多量

A 土師器・足高高台皿 5YR4/6 良 金雲母多量

D 土師器・足高高台郭 2 5YR4/6 良 金雲母多量

E 土師器・足高高台皿 5YR4/4 良
金雲母、白色粒、黒雲
母

B 土師器 足高高台皿 7 5YR3/2 良 金雲母多量

A 土器・かわらけ 5YR6/6 良 金雲母少量
ロクロ整形、口縁部を棒
状工具でなでる

A 土師器皿 7 5YR6/6 良 石英砂 12世紀後半

B 土器 かわらけ 7 5YR7/6 良 金雲母微量

F 土器 かわらけ 7 5YR8/4 良 石英砂

B 土師器 10YR4/ユ 良 石英、黒雲母

B 土器・内耳土器 5YR6/6 良 細砂多量、粗し 外面煤付着

F 土器・内耳土器 7 5YR4/3 良 細砂 15世紀中

F 土器 内耳土器 7.5YR6/6 良 細砂、金雲母 外面煤付着 15世紀前

土器・内耳土器 5YR2/3 良 粗砂 15世紀後半

土器・内耳土器 5YR5/4 良 細砂

土器 '情鉢 7 5YR7/6 普通 砂礫少量、金雲母

F 土器・括鉢 10YR5/3 普通 やや粗し 火・熱を受ける

E 越前? 奏 7 5YR4/2 やや細かい砂を含む

B 渥美・甕 5Y5/1 良 やや粗砂を含む 12世紀

F 土師器 甑 25Y5/6 良 微砂

B 薄片

B 薄片

AA-2Gr 硯
B 打製石斧

すり石

C すり石

すり石

F 石皿 花高岩 421富
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第53図  グリット出土遺物 (3)
第22表 グリット出土遺物観察表

器形  調整の特徴

美濃焼  灰油九皿

中国 14世紀

美濃焼  汽車土瓶の蓋

縄 文  五領 ケ台 英 砂 多 く、金 雲 母 微

―-73-―



表採遺物 (第 54図、図版14・ 15、 第23・ 24表 )

1～ 3・ 5,7～ 13は かわらけ、 4・ 6は土師器杯、14は土師器柱状高台皿、15～ 17は 内耳土器、18～ 231よ

在地産の情鉢、28・ 29は美濃焼、30は瀬戸焼、24・ 38は常滑、31・ 37・ 39は肥前系、32・ 33・ 35,36は貿易陶

磁。26は縄文、25は瓦。241よ内面に緑色の降灰が認められる。40～ 42は B-2グ リットの排土より採取したもの

で3枚が重なって確認された。42は 繊維が付着 している。41、 42は判読不明。40は「宣徳通宝」 (1433)、 径

25。 4× 25.611m、 厚さ1 lllm、 重さ1.8g。 41は径23.0× 23.Ollm、 厚さ1.341m、 重さ2.64g。 42は径24.5× 24.2111al、 厚さ

2.3alm、 重さ2.65g。 441よ棒状鉄製品。

第23表 表採遺物観察表
番号 出上位置 種別・器種

(cm)
色 調 焼  成 胎   土 器形 調整の特徴 備   考

□ 径

土器  かわ らけ 鳥 令 室 世徽 畳

十米  か わ ら t十 18 5YR6/6 良 石英砂 、金雲母少景 底部糸切 り

3 器・かわ らけ 7 5YR7/4 扁軍 、令 室 母 妙

5YR4/4 母多量 庇ξБ糸切 り

7 5YR7/4 やや屁 扁革 ヽ令 室 母 /J/N詈 常ζ糸切 り

5YR4/6 令 雲 母 笏 量 り

7 7 5YR8/4 良 石英・金雲母微量

土器 。かわ らけ 礎 布 葵 火 熱 を受ける
十峯  か わ ら 1サ 5YR6/6 良 金雲母少畳 :部糸切 り

0 土器  かわ らけ 7 5VR7/6 臣 肩 票

十器 ,か わ ら t十 YR6/6 やや不良 金雲母微量

十器 `か わ らけ 5YR6/6
十果・かわら↓十 5YR6/6 底部糸切 り

5YR3/4 やや不 E %畳

土器  内耳土器 5YR4/2 令室 世微 三

5YR5/6 良 石英砂

17 土器 ・内耳土器 7らYR6/6 巳 自仲 片 多 し 国担 音|∫オ琶ナ デ

5YR5/6 良 租砂 、釜 雲 廿 内面ナデ、ハ ケ ロ

7 5YR7/R 臣 石翼砂 、 ↑ 室 世微 置 □IJJ吾 栖ゝナデ、内曲ハケ

5YR6/6 良 母微量

5YR4/2 石軍砂 、令 室 畳 少 畳

7 5YR6/4 し 内面ハケ ロ

5YR7/6 示 :締、令 室 畳級 畳 雇

常滑  甕 5YR6/4 屋

N3/0 良 細砂 、金雲母微量

縄文 ・五領 ヶ台 5YR4/8 巳 米H抄

1矧恭 m
美濃焼  灰釉皿 大窒期

美濃焼・折縁ソギ皿
大窯後期
(1580～ 1605年 )

瀬戸焼 ・磁器酒杯 内面呉須絵 昭和 時代

月R前 呉須草花支小ネ 1680-1740年

白磁皿 中 国 15・ 16世紀

自磁 ⅢI

子焼  土瓶 明治  大正
自磁 冊

中国 13世紀

肥前系 クロームTHI絵
青磁皿

大正～昭和

kろ百 昭和 時代

H世苛糸 引J_l世亘
銭

儀

銭

第24表 出土銭計測表
(mm) (In n) (m rl) d(mn)

'享

さ (mn) 重 さ (m ll) 精  考

29--22 〒ネ芹→涌
一Ｔ 6.55

延奪 通 宝 5

7

永 2

29-27 夕4R 293
y台半相軍 7 1 夕7

29--43 嘉 祐元 宝 25.25

29--45 治平 元宝 75

7

元符 通 常 098)

29-48 絡

ェ 国摘
′ 2375 6 RS 153

30-68 洪武 通 !

6

2515 575
54-40 一■ 433 兄56

-42 242
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第 3章

今次調査の結果、縄文・弥生 。古墳・平安・室町時代の遺構・遺物を確認 した。以下に、各時代ごとの概要

を記す。

縄文時代の遺構は 1号土坑一基のみであるが、遺物の出土状況から墓娠と考えられる。土器は前期初頭五領

ケ台式で、口辺部は集合沈線文、胴部は縄文が施され、五領ケ台 I式 と考えられる。外に本時期の遺構は確認

できなかったが、 1号住居跡、 2号住呂跡、 4号住居跡、 1号溝、 2号溝、 3号溝などの埋積土から土器片が

出土し、調査区の南半分に偏つている。また、小片ではあるが、B-2グ リッド、ピット28か ら諸磯式の上器片

が出上している。

弥生時代の遺構は住居跡 3軒を確認した。2号住居跡は長軸■ .8m、 短軸 9mの楕円形をした大型住居である。

中央北寄 りに炉が設けられ、柱穴は4ヶ所、南東隅に貯蔵穴を伴った半円形の隆帯を確認 した。時期は弥生時

代後半から古墳時代初頭にあたる。松ノ尾遺跡は従来、古墳・平安時代の集落遺跡と判断されていたが、近年、

松ノ尾遺跡の範囲内より、同時期の遺構が少数ながら確認されている。その結果は今次調査と合わせて十分に

集落を予想させるものである。また、大型住居については本県においては南アルプス市長田口遺跡に次 ぐ発見

例であり、これを特記 しておく。

古墳時代の遺構は住居跡を2軒確認した。 4号住居跡は西壁にカマ ドを持つ、一辺4。3mの方形の住居跡であ

る。出土遺物はカマ ド南脇の土師器杯 2点、甕 3点、および南西隅の体部下半を欠いた甕の出土状況は使用状

況をうかがえる良好な資料といえる。

平安時代の遺構は土坑 2基、溝 1条 を確認した。 2号溝は調査区の南端で東西方向に認められ、東は調査区

外に延び、南西隅は方向を北に向け調査区外に延びていた。長さ31mを確認し、断面「 U」 字状を呈する。75

号土坑はH-11・ 12グ リットに位置し、長軸4.81n、 短軸1.3mの隅丸長方形の上坑である。80号土坑はD-2グ

リットに位置し、長軸2.3mの楕円形を呈する。遺物は土師器郭 。小皿、足高高台杯・皿が 2号溝、80号土坑か

ら纏まって多 く出土 したが、そのほとんどは破片である。遺構の時期は11世紀代と判断される。 2号溝につい

ては、土層観察から流水の痕跡は認められず、南西隅で北に方向を変えることから区画溝の可能性が考えられ

るが、調査区内で同時期の遣構が少なく、他のグリットからも出土遺物が認められないため、性格は即断を避

ける。

室町時代の遺構は土坑75基、溝 3条、集石遺構 6箇所である。室町時代は今次調査の主体となる時期のため、

各遺構について若干検討したい。

土坑は確認状況から土壊墓とそれ以外のものに分けられ、それらを分類することにした。土坑を分類するに

あたって、今次調査で多数認められた円形土坑を基準にし、他の上坑はこれに比較し、形状、大きさ、遺物の

有無を考慮に入れ I～Ⅵ類、 7種に分けた。 I～ V類に関してはその性格から埋葬に係る遺構 と判断され、Ⅵ

類についてはその他の上坑を一括した。 (第 8表 土坑観察表 )
● I類 径170～ 100cm、 深さ34～ 18cmの 円形、楕円形のもの。底面の礫の有無で 2種に分け、礫のあるもの

を Ia類、礫のないものを Ib類 とした。

● Ⅱ類 径64～ 80cm、 深さ18～ 46cmの不整形のもの。
● Ⅲ類 長軸76～ 180、 短軸66～ 98cm、 深さ6～ 56cmの隅丸方形、隅丸長方形のもの。
● Ⅳ類 隅九方形でⅢ類より規模の大きいもの。
● V類 地下式坑と考えられるもの。
● Ⅵ類 その他、上記の分類に当てはまらないものを一括する。
Ia類は 7・ 8・ 14・ 19。 21・ 22・ 34～ 36・ 38,70号土坑の■基である。 lb類は4～ 6・ 9～ 13。 15。 16・

18。 20。 23,24・ 26。 27・ 29・ 30,32・ 37・ 39。 40・ 41・ 65,77・ 78号土坑の26基である。Ⅱ類は 2・ 3・

と
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25,31・ 64号土坑の5基である。Ⅲ類は43～ 47・ 52～ 55,72・ 73号土坑の11基である。Ⅳ類は74号土坑の 1基

である。V類は42号土坑の 1基である。Ⅵ類は17・ 28・ 33・ 48～ 51・ 56～ 63・ 66～ 69,71・ 76・ 79号土坑の
22基である。

土坑内からの出土遺物はかわらけ、銅銭、陶磁器の破片などである。その傾向は、 I類からは完形品は認め
られず、ほとんどが破片である。出土位置も底面上のものもあるが、大方は埋積土中であり、他の遺物も混 じ

つたような形跡がある。Ⅱ類は31号土坑では確認面から土師器小皿が出上 しているが、底面から銅銭が出土 し

ている。Ⅲ類では44号土坑の底面からかわらけ、埋積土より六道銭が出土 した。Ⅳ類は74号土坑の底面からか

わらけが出上 した。V類は遣物の出土は認められなかった。以上のように I類では出土遺物はかわらけ、陶磁
器別なく細片が多 く、Ⅱ～Ⅳ類は完形のかわらけ、銅銭が出上 している。遺物はすべての土坑から出土してい

るわけではなく、また、銅銭もⅥ類とした土坑からも確認されている。そのため、かわらけ、銅銭のセットが

ひとつの基準であると想像されるが、すべての上坑に適用されたものではないことはその出土状況によって伺

える。

つぎに、それぞれの分布の傾向についてみていきたい。 I類はG-6・ 7グ リットに16基、H・ I-12～ 14
グリットに 7基が近接 し、第55図 に示すように、他の上坑に比べ I類の集中が顕考に認められる。そこで、 I
類の集中する土坑群の前者をA群、後者をB群 とする。Ⅱ類は31号土坑がH-11グ リット、64号土坑がG-9
グリットに位置する。Ⅲ類は44、 45号土坑がF-4グ リット、47号土坑が G-5グ リット、54、 55号土坑が
A・ C-2グ リットに位置する。Ⅳ類は74号土坑がH-10グ リットに位置 し、Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ類ともにその分布域
は I類 とは重ならないことがわかる。V類は42号土坑がG-6グ リットに位置し、V類の可能性のある68号土
坑が I-12グ リットに位置 している。それぞれは42号土坑が I類のA群、68号土坑がB群の中心に位置する。
その結果、土坑の分布は種類によってその分布域を異にすることがわかった。つまり、V類を核とした I類の

集中する土坑群 (A・ B群)の存在が認められ、土坑群の形成されない地区にⅡ～Ⅳ類の上坑が分布する。こ
の違いは破片のみ出土する I・ V類、かわらけ 。六道銭のセットが見られるⅡ・Ⅲ・Ⅳ類の出土遺物にも現れ
ていると考えられる。また、土坑ではないが、香炉が出土した2号集石遺構はⅡ～Ⅳ類の土坑の分布域にあり、

香炉が埋葬にかかわる遺物であることを予測させる。

土坑を分類するにあたりI～ V類に関しては埋葬にかかわる遺構と判断した。 I類 については遺骨の認めら
れないこと、遺物の少ないことなどが地下式坑と共通するところがある。地下式坑が肉体と骨との分離を目的

とした1次葬の概念で捕らえるとすれば、 I類 とした土坑はその機能を持って構築されたものと判断される。そ

こで、改葬後の土坑は規模の大きな墓穴は必要とせず、Ⅱ類やⅢ類の小規模なもので足 りたものと考える。今

次調査では 1次葬としての I類の上坑と2次葬に使用された土坑が見事に分離 し、二者の埋葬地の違いとなっ

て現れたものと考えられる。また、地下式坑は15世紀後半には終焉を迎えることから、今次調査で確認した土

坑群の時期も出土遺物から15世紀後半から16世紀と考える。

土墳墓についてまとめてきたが、Ⅵ類とした土坑のうち、二、三特徴的な土坑の説明を行いたい。 I類土坑

のB群の北側に隣接する79号土坑は、出土した炭化物・焼土と土墳墓に隣接 していることから野外調査をおこ

なっている時点では奈昆所の可能性があると考えていた。しかし、調査区内からは火葬墓は検出されておらず、

また、他の茶昆所の検出例からすると79号土坑は規模が大きく、積極的に茶昆所とするのは避けたい。尚、焼

土・炭化物が出土していることから他の土坑と区別されるべきものと確信する。また、59、 60号土坑について

は平面が方形を呈し、深さも墓穴より深 く、壁が内傾することなどから土倉 として使用されたものかと推測さ

れる。また、 2号掘立柱建物跡が土坑と重複しているが、時期差のある別の遺構か、それとも両者を合わせた

遺構なのかは不明である。

溝は 1号溝、 5号溝、 6号溝が相当する。l号溝は調査区の南端を東西方向に認められ、調査区の南西端で北
に方向を変えている。断面箱薬研、U字状をし、底面が東から西へ傾斜 している。溝の底面に堆積 した埋積土
から、溝の北側に土塁の存在が推測できる。また、溝は一度の掘 り返 しが確認できる。 5・ 6号溝も東西方向
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に確認され、断面 U字状をしている。 1号溝は調査区を東西に通 り抜けるものではなく、南西端で方向を変え
ることから区画溝と判断した。

集石遺構は 6箇所を確認した。それぞれが調査区の縁に接 して検出したため、全体を確認できるものはなか

った。遺構は礫が集中してはいるが纏まりがなく、掘 り込みも不鮮明であった。遺物は柱状高台皿 (4号集石)、

土釜 (1・ 6号集石)な ど破損品が多 く、土釜などは故意に壊された痕跡が認められた。その結果、集石遺構
は遺構とは断定 しがたい。集石遺構は他の遺構に比べ、多量の礫が集中することを特徴としていることから、

土娠墓上面にあったと予測される礫や地山の礫層などの礫を集めた結果このような状況になったものと判断さ

れる。

総 括
松ノ尾遺跡の調査は今回で 9回 目を数える。今までの調査から松ノ尾遺跡は古墳・平安時代の集落遺跡と判

断され、また、古代においては寺院あるいは官衛関連遺跡の存在を推測できる遺物が出土 しているものの、い

まだに遺構は確認されていない状況である。今次調査の結果、縄文・弥生・古墳時代ではそれぞれに時期に集

落の存在が推測でき、今までの調査結果を追認する形となった。しかし、古代末から中世にかけては、第Ⅶ次

調査において、一辺約5。2mの竪穴状石組み遺構が確認されているのみである。今回の調査で確認 した溝・土坑
群は松ノ尾遺跡内で本格的な中世遺構の確認となった。

今次調査では、前記 したように、遺物をほとんど含まない 1次葬に伴つた土壊墓と、かわらけ、六道銭を伴

った土娠墓の立地が明らかに隔絶しており、埋葬の形態が土墳墓の選地に係 りのあるものと判断 した。この墓

地の形成にあたって大規模な土地の改変が行われたであろうことは、それ以前の遺構・遣物のあ り方や集石遺

構の存在によって明らかである。遺物の時期によって土墳墓群は16世紀代を中心とし、それ以降の時期は認め

られないものと判断される。また、調査区南端で確認 した 2本の溝の存在によって、墓地が形成される以前か

ら溝によって他地域と隔絶した存在であったと推定できる。しかし、土地の改変 (墓地の造成)に よってそれ
以前の遺構の大半が消滅したものと推定され、遺構の性格を推測することはできない。ただし、 1号溝の埋積
土から館跡の可能性があることを教示された。

その結果、当調査区は松ノ尾遺跡の範囲の北端に位置し、松尾神社に隣接 していることから、従来の調査に

よって確認された古墳・平安時代の集落とは別の、古代末から中世における松ノ尾遺跡の中心付近に位置して

いるものと考えられる。
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